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なお、上記評議員の先生には、体育心理学専門分科会の運営委員として同期間活動して

頂くことになっています。



はじめに

日本体育学会体育心理学専門分科会

事務局代表徳永幹雄

体育心理学専門分科会の会報、第7号（通巻第35号）をお届けします。

第7号というのは、平成元年より分科会「会報」という名称を使い始めてからのもので

す。それまでは「曲り角」という名称を使っていました。通巻すると35号になるというこ

とです。

さて、平成6年度の日本体育学会の終了後に事務局で行った主な事業は次のとおりです。

第1は、本年度の日本体育学会における体育心理学専門分科会のキーノートレクチャー、

シンポジウムの企画です。体育心理学専門分科会の運営委員の皆さんの意見を尊重し、今

年は運動学習における最近の話題を取り上げることにしました。オーガナイザーに伊藤政

展氏（上越教育大）をお願いして、企画案を作成していただき、事務局との協議で今回の

メンバーを決定しました。運営委員の意見については84頁に示していますので、ご覧くだ

さい。

第2は、体育心理学専門分科会の会則の検討です。本分科会には未だ会則がありません。

会則がなくてもこれまで十分運営はできました。しかし、会員数も多くなり、さらに発展

するにはやはり会則が必要と思われます。他の分科会会則を参考にして82～83頁に原案を

掲載しています。本年度の総会でご意見を伺って決定したいと思いますので、ご覧くださ

い。

第3は、体育心理学専門分科会会報の発行です。本号では、とくに学会で司会や座長を

された先生方にその感想をまとめて頂きました。刺激的、発展的に受け取って頂くと有難

いと思っています。

第4は、体育学会の前日に開催するプレセミナーの企画です。欧米・北米の体育心理学

の動向、運動とメンタルヘルス、メンタルトレーニング実習、そして懇親会を予定してい

ます。多くの参加があることを期待しています。

そのほか、日本体育学会の座長の推薦、「体育学研究」の論文審査員の推薦、日本体育

学会当番大学との連絡などです。

今後の問題として、日本体育学会の一般発表論文の審査の問題、口頭発表とポスター発
表の形式、自主シンポジウムの開催などの日本体育学会に係わる問題や会務の執行にあた
っての事務局のあり方などが考えられます。

本号の編集にあたり、多くの方々 に原稿を依頼しました。関係各位に厚く感謝申し上げ

ます。今後も専門分科会活動の発展に寄与するよう努力しますので、会員の皆様の更なる

ご協力をお願い致します。

平成7年6月21日
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I.特別寄稿

クルマが増えれば事故も増える

一統計適用の誤用に御注意一

竹中晃二（岡山大学）

ここ2，3年、日本心理学会や教育心理学会等で「統計の誤用」の問題が取り_上げられ

るようになってきました。私は、それらの内容を見て、正直ドキリとする経験を持ってい

ます。というのも、「他の人もやっている」という理由で使っていた統計手法が、実は

「誤用」であったとわかったからです。さらに、すでに投稿してしまった論文に重大な誤

用を発見し、「不採用」を待つ、どうしようもなく嫌な思いをしているからです。あ一気

が重い。

クルマの数が増えると事故が増えるように、使いやすい統計パッケージがたくさんでて

きて誤用が増えてきました。しかし、これらの誤用は、パッケージに問題がある訳ではな

く、実は私達の統計に対する認識に問題がありそうです。厳格でありすぎる必要はないと

思いますが、最低限のルールを守ることが必要と思われます。本稿では、若手の研究者

（私もまだまだ若手であることをアピールしておきます）に注意を喚起するために、誤り

やすい統計適用例や注意しなければならない解釈の例をいくつか紹介します。

その1－相関分析の見落とし

大学院生の敏之君は新しい敏捷性テストを開発するために、日夜努力を重ねてきまし

た。彼は、250名の大学生を対象に数種類の体力テストと体格検査を行いました。その

結果、彼が開発したテスト（狭い部屋でも計れる敏捷性：略して狭敏テスト）と従来の

ステップテストの間に0.68という、今までのテスト間よりも有意で大きな相関係数を見

つけました。彼は、「万歳」と叫び、彼の狭敏テストが従来のステップテストにきわめ

て類似していること、そして狭いスペースで手軽に敏捷性が測定できることを確信しま

した。その時は敏之君自身気がつかなかったのですが、後で相関マトリックスを見ると、

狭敏テストと身長の間に0.86、ステップテスl､と身長の間にも0.81の相関係数が存在し

ていました。彼は、『まあ、2つのテスl､の関係だけ見ればよいか」とつぶやき、狭い

スペースの中で狭敏テストが使われることを夢見て一人ほくそえむのでした。

解説：この場合、後でわかったのでしょうが、狭敏テストと身長、ステップテストと身

長のそれぞれに相関が高く、2つのテストは身長という同一のもので説明されて
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いたのですcその結果、狭敏テストとステップテスI､との間に高い相関が認めら

れた可能性が考えられます。相関は、2者間の因果関係を見るものではなく、関

係の強さを見るものですが、この場合、明らかに身長という共通に影響力を持つ

変数が存在することから、2つのテストを同じ目的で使用するためにはもう少し

検討が必要だと思われます。

その2－人為的群分け

ノ〈'紫助教授のl1撒子先生は、不安の程痩とパフォーマンスとの関係を明らかにするため、

98名の大学生に全身反応時間課題を行わせました。彼女は、全身反応時間課題開始直前

に、被験者に状態不安テストを行わせ、その得点と全身反応時間の平均値の関係を見よ

うとしました。彼女は、状態不安得点が35‘占以下の被験者を低不安群、35点以上の被験

者を高不安群とし、平均反応時間について対応のないt検定を行いましたc聡子先生は、

低不安群の方がi高不安群よりも平均反応時間が早いと予測したのですが、有意な結果は

得られませんでした。そこで、彼女は、状態不安得点が25点以下の被験者を低不安群、

261鴬以上38点以下の被験者を中不安群、39点以上の被験者を高不安群として、l要因の

分散分析を行いました。彼女がなぜ得点をこのように分けたかについては理由がありま

す。その一つは、群の人数がうまい具合に32，35，31名とそれらしく人数が振り分けら

れたこと、もう一つの理由はなによりも群の平均値に有意差が得られたことでした。下

位検定（多重比較）を行った結果、低不安群の平均反応時間が高不安群のものより有意

に早く、彼女はその結果から不安が高いほどパフォーマンスは低下すると結論づけ

ました。

解説：まず、状態不安得点が35点以下、以上という35点に何らかの意味があるのでしょ

うか。もし、このテストの35点以上が何らかの病状の基準であるとか、35点とい

う値そのものに何らかの意味があるなら、判別のために使用してもよいでしょう

が、この場合の35点は聡子先生が人為的に割り振ったものでしかありません。よ

くある例として、標準偏差の値で高・中・低群に分けた場合も同じで、連続量を

人為的にカテゴリー化し、本来の情報を歪めたに過ぎません。こういったデータ

はまず分布を検討して、もし可能なら回帰分析などを行うべきです。

その3－差がないという対立仮説

修士論文の実験結果を分析している浩一朗君は、2つのテスト間に有意な差が存在し

ないので、これら2つのテストは等しく|司様のものを調べていると結論付けました。彼

は、得意顔でそれらの結果を後輩の前で説明しました。しかし、その話をじっと聞いて
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いた卒研生で軽乗りの和秀君、彼は先日の統計のテストをかろうじてパスしたのですが、

次のような発言をしました。「平均値の差を確かめる統計は、差がない、つまり等しい

ということを棄却することで差があるということを言ってるんであって、差がないこと

を棄却できないということは、はたして差がないと言えるのでしょうか。そうだ、帰無

仮説を棄却することで対立仮説が．・・・差があるということはないということの逆で

あって、え－と、え－と。」この言葉を聞いた浩一朗君は、「お前とは対立するから今

後一切面倒は見ないことにする。お前の存在を棄却する。」と言って不機嫌になったの

で、卒論の指導をあてにしている和秀君はあわてて機嫌を取るのでした。

解説：従来、私達が行っている有意性検定は、群間または条件間に「差がないIとする

帰無仮説を棄却することで、対立仮説である「差がある」ことを示しています。

p値は、帰無仮説を棄却することを失敗する確率を示し、たとえばp､.05で示す

ことは5％の危険性を犯すが帰無仮説を棄却するという意味です。そのため、最

初から「差がない」ということを確かめるためにこれらの検定を使うことは誤適

用で、有意な結果が得られなかったのは単に帰無仮説を棄却できなかったという

意味でしかないのです。2つのテスト間に差がないことを証明するためには、た

とえば散布図を描いて相関係数を計算するなど有意性検定とは異なる統計手法を

用いるべきです。

その4－なんでもカイ自乗検定

由美ちゃんは、体育会卓球部出身のバリバリ頑張り屋の院生です。彼女は、卓球の玉

の色、卓球台の色、選手の服の色、体育館の壁やフロアの色のそれぞれの色の組み合わ

せによってどのように認知能力が変化するかに興味を持ちました。彼女はコンピュータ

お宅の敏之先輩に頼んでコンピュータで実験場面を作ってもらいました。実験課題の内

容は、同じ背景色の中に幾種類かの指標色を同時に提示するもので、被験者の反応はそ

の中で真っ先に目についた指標色をマウスでクリックすることでした。たとえば、緑色

の背景色の中に赤色、黄色、白色の球型の指標色が提示され、被験者が反応するという

ものです。由美ちゃんは被験者20名を集めてきて、それぞれの被験者に、3種類の背景

色の条件に対して3種類の指標色を横一直線に無作為な配置順序にして、3種類の背景

色ごとに各6試行、計l8試行行わせましたc統計処理は、カイ自乗検定を用いることに

しました。結果は、20名すべての18試行、計360試行を、背景色(3種類）とクリック

指標色（3種類）の組み合わせで、3行3列のクロス表で表しました。その結果、行と

列に有意な連関が認められ、白色背景色に赤色指標色および緑色背景色に白色指標色に

おいて、多数頻度があることがわかりました。由美ちゃんは、卓球競技の経験があるの
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で、緑色背景色に白色指標色の組み合わせが高頻度を示したことに満足し、喜んで何回

もラケッ|､の素振りを繰り返すのでした。

解説：このケースは、特にカイ自乗検定に多く見られる誤用（測定値の独立性の条件の

無視）です。被験者20名すべての18試行、計360試行のそれぞれの試行は一個一

個が独立したものではなく、無作為でもない。つまり、同じ被験者は、よく似た

反応を繰り返すということです。

｜司じ実験で、1名の被験者だけでカイ自乗検定を適用した場合はどうでしょう

か。1名の被験者だけの18試行について、カイ自乗検定を用いた場合にはもっと

誤りが理解しやすいと思いますcここで1名の被験者につき、背景色（3種類）

とクリック指標色（3種類）の組み合わせで3行3列のクロス表を作ったとしま

す。カイ自乗検定では、3種類の背景色（列）の期待度数はそれぞれ6，6，6

であり、本来は期待度数に対して観察度数が異なるはずです。しかし、この実験

の場合はそれぞれの背景色（列）の試行は必ず6試行になっており、観察度数が

期待度数と異なることはありえません｡つまり、それぞれの背景色の試行は6試

行なので、3種類それぞれの指標色が選ばれる割合はそれぞれ2/6，すなわちl,3

で、それが3列（3背景色）ある多項分布となっているのです。実験計画と合わ

ない統計適用の例ですが、カイ自乗検定はそれらしい結果を見せてくれるので誤

用も多くなっています。

その5－要因配置はシビアに

エネルギッシュに仕事をこなす研究員の浩一先生は、青年期初期において、投動作の

伴うスポーツ競技経験の有無が、青年期後期の投球動作に影響があるか否かに興味を持

っていますc彼は、大学生の中から競技経験の有無によって2群を設けました。それぞ

れの群の男女比はほぼ同様にしました。というのも、彼は性差も検討したかったからで

す。彼は、モーションアナライザーという高価な機器を使用して、被験者全員の投球フ

ォームを分析し、手首の加速度を測定しました。その後、彼は4つの群、すなわち競技

経験ありの男性群、競技経験ありの女性群、競技経験なしの男性群、競技経験なしの女

性群について1要因分散分析を行い、有意な群間差を見つけ、その後多重比較を行いま

した。その結果、女子だけに競技経験の差が認められました。先週の学会発表で彼はこ

の結果を発表しました。フロアから1つの質問がありました。「あの－、えっと、競技

経験の有無と男女で2要因分散分析をやられたのでしょうか、交互作用がムニャムニュ

ooaC」そこで、ベルが鳴り、座長が「後は個人的に議論ください。」と言って彼の

発表は終わりました．彼は、「うつせいな、有意差があるんだから何の文句あるんだよ
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-~=O」とつぶやいて、座長が勧めた個人的な議論もなく、仲間と一緒に会場を後にする

のでした。

解説：検定の原則は、上位のものから行うことです。この場合、まずスポーツ競技経験

（有・無）×性（男・女）の2要因分散分析を先に行い、競技経験の主効果、性

の主効果、そして交互作用の有意性を見るべきです。最初から、l要因で見るこ

とは、危険率p値を上昇させた状態で見ているので適当とは言えません。しかも

性差や競技経験の差も議論できません。よくあることですが、t検定の繰り返し

も適当とは言えません。

その6－因果関係まで言えるの？

今春、体育学部の助手に着任したばかりの誠先生は、諸般の事情で、他学部の一般体

育実技も担当しています。彼は、日頃から、この多人数を基にして、何か研究ができな

いかと思案していました。彼の所属する体育学部には、全日本クラスのエリート・アス

リートがおります。そこで誠先生はユニバーシアード候補以上のエリート．アスリー|、

10名と彼の担当する一般体育実技受講者200名に対して種々 の心理テストを行わせ、群

間で比較しました。平均値から見ると、アスリーl､群は一般体育実技受講者群と比べて

すべてにおいて低い値を示し、たとえば特性不安得点が小さいなどネガティブな心理要

因が小さいことがわかりました。そのことから、誠先生はエリート・アスリートは糖神

的に安定しており、これがエリートであるための条件であると主張しました。

解説：この研究は、研究者が実験的に操作を加えることをしていないので、観察研究で

あると言えます。まず、群の数に差がありすぎます。データの数が多いと正規近

似するのですが、1つの大学でエリート・アスリートが何百名もいるとは思えま

せん。また、エリート・アスリート群はエリート・アスリートと呼ばれる人達か

ら無作為に選んできた訳ではないので、彼らは同じ大学のよく似た集団であると

言えます。競技種目の問題や、チームスポーツと個人スポーツも混同しているこ

とも考えられます。その上、結果の解釈として、もともと心理的に安定している

からエリー|、.アスリートになれたのか、またはエリーl、・アスリートになった

副産物としてそうなったのかは言及できません。つまり、「これがエリートであ

るための条件である」いう主張は大変乱暴なものというしかありません。スポー

ツ競技別にあたかも異なる性格が存在するような研究が見られますが、もともと

そういう傾向の人がその競技を好きになったのか、その競技に親しんだ結果そう

なったのかは不明です。この種の研究では、慎重に結果を解釈することが賢明で
す。
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その7－適当な被験者の数

学会に行くと若手を悩ます質問が必ずといってあります。特に、若手は、「統計的に

は」とか「統計上」いう質問は苦手です。彼らは実際よく知らないというのは事実です

が、実は若手でなくてもよく知らないのです。その理由は、私達は統計を専門に研究し

ているのではないからです。皮肉屋の晃二先生は、有意差が見つかっているけれども被

験者数が少ない研究には必ずケチをつけます。晃二先生は、発表が終わるや否や、待っ

ていたとばかりに手を上げ、質問に立ちます。「結構な御研究だと思いますが、統計上

物を語るためには各群の被験者数がちょっと少ないのではないでしょうか。少なくとも

・・・。｜といった調子です。今日も、「あ一、またあれあれ、あの質問だ。」と陰口

を'11｣かれているとは知らず、同じ質問を繰り返しています。しかし、今日はいつもと様

子が違います。今日の女性の発表者はどうも切れ者のようです。彼女は、彼の質問に対

してすかさず切り返したのです。「じゃ、先生は統計的には何名が必要だと思われるの

でしょうか。」と。しかし、「えっ、その一」といつもたじろぐ発表者の姿を予想して

いた晃二先生は内心あてがはずれたのですが、それでも顔色一つ変えず、「まあ、物を

ちゃんと言うんだったら少なくとも各群12名、そうだなあ、20名は欲しいぐらいだな。」

と答えました。さて、この根拠はいかが？

解説；サンプルサイズが大きくなれば、帰無仮説は棄却されやすくなります。よって、

この先生が言うように、サンプルサイズを増やせば統計的に意味があるというの

は信頼性が増すということでしょうか。有意差を考える場合、少数のサンプルで

すでに示されているのですから、サンプルサイズは関係ないと思います。それよ

りも、厳密には無理としても（母集団から無作為抽出という統計法の基本原理を

厳密にすると、統計的研究は成り立たない）、実験者はせめて被験者の群への割

付にバイアスのかからないように行うべきです。しかし、質問者は、全く理論的

にありそうもない有意差であると思った場合、その矛盾をついた上で、さらにデ

ータ数を増やして検討を続けて欲しい旨を伝えるべきです。

以上いくつかの誤用や解釈の誤りについて述べてきました。他に、よくある例として、

相関係数の大きさと有意性の解釈がごちやまぜになって話をしている場合があります。相

関係数が有意であるということは、相関係数がゼロであるとする帰無仮説が棄却されただ

けにすぎません。にもかかわらず、あたかも相関の高低と取り違えている例がよく見られ

ます〕たとえば、035という低い係数なのに、p.01なので、きわめて相関が高いという

誤った解釈ですcこのような場合でも、「有意」の意味を知ることが重要であると思われ

ます。もう一つのよくある例として、因子分析によく見られるものですが、抽出した代表
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因子の寄与率が低いこと、また同じことですが寄与率を60%ぐらいにとっても因子の数が

きわめて多いものがよく見られます。これらは、質問自体がバラバラで、少数の因子でま

とまらなかったことを意味し、質問そのものを検討する必要があります。少ない因子数で

しかも寄与率が高い、これが因子分析の見せ方です。また、因子の命名で終結している研

究も時々見られますが、統計パッケージの整った現在では「おいっ、もうそんな時代では

ないぞ」とひそひそ声で言ってやりましょう｡

最後に、私達が統計の誤用を防ぐ際に肝に命じなければならないことは、英文アブスト

ラクトを英語の先生にチェックしてもらうように、統計の専門家に適用についてチェック

してもらうことだと思います。パッケージ統計の普及とともにユーザーが増加し、統計適

用の誤用問題は今後も増え続けることでしょう。今後は、誤りを誤りとして指摘する人の

存在が必要ですし、さらに統計パッケージのメーカーとユーザーを仲介する人も必要です。

それまでは、お互いに注意しあって誤用を少なくするしかありません。しかし、私達の研

究は統計そのものではないのですから、その適用は、厳格すぎず、ある程度おおらかに、

さりとてマナーを守って使うことが重要だと思います。

参考文献

橘敏明(1992)医学・教育学・心理学にみられる統計的検定の誤用と弊害 医療図書

出版社
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体育心理専門分科会活動30年を顧みて将来を考える

臘野健次（元川|崎医療福祉大学）

まえおき

本邦体育心理学研究の歴史を総ざらいして、何をどういう考えでやって来たかを、日本

体育学会発足当初から関係している一人として、とくに初めの頃に焦点をおいて概観せよ

ということでした。

それは発表要旨に書いた通りですが、五月末時点で書きましたので、その後多少の増加

がありましたが、お配りしましたのは、その中の

1体育心理専門分科会でとりあげたシンポジウムの題の一覧表であります。（これで見

ますと、初めの方がブランクですのでここらが神代にあたるのかと思います。その他の

資料は関西の体育心理グループに渡して、適当に利用して貰ったらと思っています。も

し、希望の方はそちらに連絡して下さい）

2シンポジウムの内容について

大会号、体育の科学、曲り角に載せられた記事を通して、テーマ別に纏めてみようと

はじめは思いましたが、それには時間も足りませんし、力も及びませんので、まず、体

育心理関係の‘研究の動向”に関するものだけにしぼってみますと、すでに学会発展の

節目、節目において会員によって大切な指摘や反省がなされています。それらはリスト

にして、お配りした資料に添えてあります。

今回は、本邦体育心理の歴史の、上田さんの言う’f神代”よりもつと前の（天地創造

の頃になりますか）話をして、それを短い時間で切りあげて、それを導入にして、体育

心理分科会は何をどういう考えでやって来たかを話し合って頂いたらと思います。

プリントの表紙に書き出しておきましたような段どりで、松井先生の体育心理学が始

まるまでの話をしてみたいと思います。時間を節約するために、原稿を読ませていただ

いて、あとの時間を末利先生、柏原先生に、補足していただきたいと考えております。

’・本邦における体育心理学発展の沿革をたどるとき、松井三雄先生の國立体育研究所に

おける研究に始まるのは皆さんご承知のことですが、それに至るまでの経路については、

松田岩男先輩の「体育心理学」（現代保健体育学体系4．大修館、昭54年）の第一章に

手際よく述べられております。ヴントの実験室の動作の研究から書き起し、わが国では、
松本亦太郎先生の精神動作学（大正3年）に起源をおいています。そのあとを田中寛一
先生、寺澤巌男先生、松井三雄先生が引き継いでゆく。これが主流になりますが、もう

一つの流れとして、昭和15年の後藤岩男先生のケシュタルト心理学からのアプローチと

して「最近催育心理学要論（目黒書店）」が挙げられています。私たち世代の者には非
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常によく解ります。

ところで、松井三雄先生の催育研究所における研究の始まりについては、発表要旨に

簡単にのべてありますが、それを補足するものとして先生御自身の回顧が、雑誌「学校

体育」の昭和40年5，6、7月号に非常に詳しく述べられております。体育にあまり馴

染の無かった自分が、どのようにして体育研究の分野に踏み込んでゆくことになったか

が述べられております。更にこのことを補足する意味において、上記の松本亦太郎先生

が大正12年に書かれた「心理学講話」からの引用をして、当時の心理学の環境を察して

みたいと思います。

わが国の心理学の実験的な研究が画期的に前進するのは、松本亦太郎先生が現在の呼

び名での東京大学に就任された大正の初めからでありますが、それについては日本心理

学会編の「日本心理学五十年史」（金子書房、昭55年）によって精しく知ることができ

ますが、著書の『心理学講話」の後に附録：心理学の応用という章があり、その中で、

「心理学は理論的研究のみでなく、応用的研究に力を入れねばならぬ。応用の意味には

二つあり、一つは心理学の説を他の学問の問題の説明に応用する、例えば、心理学的根

拠に立って教育学の論述をするなどcいま一つは、心理学の研究を人間の実生活に応用

する方面である。後者について欧米の応用心理学研究の状況を述べると、般近になって

極めて盛であり、それは過去においては想像だにし得なかったことである」と述べられ

ております。そして以下のようにその内容を紹介しておられます。教育学における個人

差の研究〔ビネー（仏）モイマン、ステルン（独）、これは米国が最も盛である〕、優

生問題の研究《英国のゴールトンから仏、米に伝播している〕、司法の範囲〔犯罪心理

学や供述に対する審問の責任の研究など〕、産業界、教育界への人間力の供給〔精神動

作学、行動学、産業心理学、精神衛生学、人間工学、知能測定学〕、軍事関係における
研究r航空、戦術、将校、兵の教育、廃兵の教育〕などである。

一方、日本の実状を挙げると、大正5～6年頃からこのことに覚醒し、急激な伸展を

している。即ち、それらを述べると、

○海軍（松本、田中が顧問）の田中、増田嘱託、久保良英（佐世保一広島間を往復勤務

など)cそのほかに陸軍の航空、軍医学校、陸軍諸学校の講義

○産業方面では鐘紡に田中寛、淡路円先生、倉紡に桐原葆見先生

○逓信省貯金管理局に鈴木久藏、千輪浩先生、電信局に田中、淡路、石井俊瑞、電話
局に寺澤先生

○司法省行刑局には寺田精一→内田勇三郎、石井俊瑞が行かれています。

○東京市少年職業紹介の部には、久保良英→淡路円次郎先生

能率技師養成所には上野|湯一先生が行かれています。
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○教育関係でいえば

知能検査など楢崎、田中、久保、岡部先生、東京都教育課の知能検査に渡辺、桑田、

城戸、淡路などが挙げられています。

○東大付属航空研究所についていいますと

航空心理部が山川健次郎総長の発意で、大正8年に松本海外視察から帰朝のとき相

談され、直ちに実現し、3年後には研究員の補充の必要があり、そのとき増田、松井

両君が嘱託となるとあります。

松本先生は、これらのことを可能にしたのは、わが国に20年余の実験心理学の素地

があったからであると結んでおられます。そして、これらの中には、われわれに馴染

の深い先生のお名前を発見することが出来、その最後に松井先生の名があります。

『要するに松本先生のお考えでは心理学は、その定性的研究からは他の学問の発展に

貢献し、その定量的な研究からは、人間力の増強に貢献する”と言われております。

かくて、大正13年に国立禮育研究所の開設と同時に航空研究所、心理部に嘱託でいた

松井三雄に、白羽の矢が立ったということになります。

2禮育研究所時代の概略をのべますと、着任当初の松井先生の戸惑いと、一年を待たず

して独乙留学の命が下った当時の回顧については前記の「学校体育」に詳しく書かれて

います。帰朝後の研究の課題や成果については、鰐育研究会会誌、禮育研究にあります

が、そのまとめが、禮育研究所研究概要第一巻に載っております。研究の同志には、内

田勇三郎先生、小林晃夫先生の他、山根薫、阿部芳輔、中村弘道、谷本撲一、本田実昌

などの諸先生の名が見られます。

禮育研究所は昭和16年、日本が戦時体制に急傾斜するときに閉止になり、以後は東京

高等体育学校に替り、松井先生は厚生省公衆衛生院に転出されます。（余録になります

が、昭和16年、新しく心理学会創設のとき、その部会としての傷病保護部会に松井先生

が所属されたことについて、日本心理学会五十年史に僅かな記事があり、戦時中の情況

を察することができます。）

同時代の体育心理に関する著書で特筆すべきは昭和15年、目黒書店から出た後藤岩男

の最近禮育心理学要諭です。これは当時盛になったゲシタルト心理学の立場から体育的

運動という外の場の活動を、これに相属する内の場の体制から説明しようとするもので、

従って心身の問題、体育の場、自我、意志、闘志、練習の問題等々 をご自身のスポーツ

選手の体験を軸にして、単なる思弁的態度に陥らずに出来るだけ即事的態度で論述した

ものです．ですから、当時の体育専攻学生に非常に人気がありました。この本は戦時体

制下にかかれた本であるから、戦後絶版になりましたが、内容は殆んど変らないで新た

に「体育の心理」として金子書房から昭24年に出版されました。本邦スポーツ心理学の

魁けともいうべき著と思います。
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3戦後研究活動のはじまりについて

戦時中は体育の研究も著しく偏向を余儀なくされましたが、終戦後暫時の混乱はあり

ましたが、新制大学において体育が正課となるに及び、すぐさま日本体育学会の設立準

備がなされ、昭和25年暮には、第1回の大会が東京大学で開かれるまでになりました。

この間の関係者の先見となみなみならぬ努力と苦労のあとは、加藤橘夫先生の体育著作

選集第一巻に詳しく書かれています。

日本体育学会が発足するまでは、松井三雄の体育心理の研究は応用心理学会を主とし

て発表され、ときどき教育心理学会、日本心理学会に発表しました。

日本体育学会設立後は、こちらが主となり、はじめの10年ぐらいは、例えば「体育の科

学」の心理関係の論文は、専ら、禮育研究所時代の研究が紹介されています。東京在住

の者で松井三雄研究室の近辺に居た、太田哲男、稲垣安二、渡辺江津や鷹野などが指名

されて心理関係の記事を書いたが、10年を経た頃から新制大学の卒業生の活動が始まっ

てゆきます。

以上で鷹野の話は終り、柏原さんに補足をお願いしたのでしたが、その理由は、日本

体育学会の第3回までは私も東京に居りましたが、第4回からは奈良に移りましたので、

当時のことは柏原さんに補足して貰った方がいいと思ったからです。具体的に言うと、

終戦後学問研究の自由が恢復されて、物資不足の生活難の中にも、あらゆる分野の学会

活動が一斉に始まりました。

体育心理学は、上述したように応用心理学の一つとして、専ら応用心理学会を中心に

発表されておりました。この状態は日本体育学会が発足して後もしばらく並行して続け

られたが、徐々に、日本体育学会の中の体育心理専門分科会へと集中してゆきます。つ

まり、体育学の自覚の中での体育心理学の位置を考えるようになってゆきます。この辺

りが上田さんが問題にしたかった処だろうと思うのです。というのは清原先生と連名で

体育心理学の課題と方法を「心理学研究」に紹介しておられたからです。

体育学の自覚の中で体育心理学が如何に考えて来たのかは、みながただ悩んだことで

あるが、私にもこれ以上は解りません。体育心理分科会がこの問題について如何に苦闘

して来たかを振り返って明らかにしておく必要はあると思います。その場合に次の論文

が最もそのすじ道を端的に示すものと思われます。

昭和43年松井三雄体育研究の領域区分としての分科会「教育、体育、スポーツ」杏林1968

昭和43年松田岩男スポーツ心理学と体育心理学曲り角1968.12

昭和44年松井三雄体育と心理学との接点体育の科学1969.3

昭和44年末利博日本体育学会の20年体育の科学196911

昭和46年松井三雄体育研究所の成立課程とその成果体育の科.学1971.8

昭和46年松田岩男体育心理学研究の課題曲り角1971,11

昭和48年藤善尚憲わが国における体育学研究の動向一体育心理学一体育の科学1973.8
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Ⅱ、日本体育学会第45回大会
体育心理学専門分科会関連報告

1．シ ン ポ ジ ウム

「優れたスポーツ集団をつくるための心理的スキルをめぐって」

会船越正康（大阪教育大学）

者飛田操（福島大学）「リーダーシップスキル」

岡沢祥訓（奈良教育大学）「コミュニケーションスキル」

石井源信（東京工業大学）「目標設定スキル」

マ
司
淡

一一
ナ

司会：

1980年代初頭までの体育心理学分野のシン

ポジウムは、主に運動学習と運動適応研究の

2分野に分かれて進められてきた。一般研究

はそれを受けて発展したものの、現場の実践

に役立つ研究は少なかった。本シンポジウム

は、個人の具体的問題解決へ向かう現在の動

向を踏まえつつ、個人心理学的アプローチに

社会心理学的視点を加えた研究方向を模索す

るために企画されたものである。

事務局から提案されたネーミングの斬新性の所為であろうか。キーノートレクチュアか

ら専門分科会総会を挟んで参加者の拡散が危愼されたにもかかわらず、200席の会場は立

ち見が続出する盛況であった。グループ｡ダイナミクス学会などでの活動に基づいて、PM

理論と状況適合理論を中心にリーダーシップスキルを論じた福島大学・飛田操氏、バルセ

ロナオリンピックにおけるスポーツカウンセラー経験とシーデントップのコミュニケーシ

ョンスキルを結びつけた奈良教育大学・岡沢祥訓会員、一流選手の指導経験に触れつつ内

発的動機づけ理論の準拠枠から目標設定スキルを押さえた東京工業大学・石井源信会員。

各登壇者には早朝8時の最終打ち合わせを始め、窮屈な時間設定の中で結果の特定が困難

な要案主義的テーマに果敢に挑戦していただいた。

論旨と総括の詳細は各演者の項に讓るとして、舵取りの難しさを痛感させられた。フロ

アと登壇者間で4質問に対する11応接が展開された。その都度、戸惑いつつも示唆に富む

応答が得られた。フロアから指摘された通り、スキルとして明確に意識化した上で取り組
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む方が、スポーツ集団の効率は高まるであろう。しかし、ベリーロールを経て背面跳びへ

の発展を見せた走り高跳び技術と|司様に、優れたスポーツ集団をつくるための技術が独立

して体系化できるであろうか。当初からパフォーマンスの向上に限定して討論を進めれば、

心理的スキルに対する意識化が更に進んだのではないかと反省している処である。

●

イ

飛田操先生：

すべてのスポーツ集団に有効な、そんな『万能薬」のようなリーダーシップ・スキルは、

はたして存在するのであろうか？

集団凝集性とグループ・パフォーマンスの関係や、リーダーシップと集団凝集性の関係、

そして、リーダーシップとグループ・パフォーマンスの関係は、いずれも、どちらか一方

が、他方を規定しているという単純な一方向的な影響過程としてではなく、一方が他方を

規定していると同時に、他方ももう一方を規定しているという双方向的、あるいは、循環

的な影響過程であるとしてとらえる必要があるのである。

さらに加えて、リーダーシップの効果性は、その集団が置かれている状況や課題環境に

依存している。すなわち、ある特定のリーダーシップ・スタイルが有効であるかどうかは、

その集団を取りまいている状況によって異なるのである。このような考え方は、リーダー

シップの「状況適合理論」という。

このように、リーダーシップは、集団凝集性やグループ・パフォーマンスに影響すると

同時に、集団凝集性やグループ・パフォーマンスからも影響を受け、さらに、そこでのリ

ーダーシップの効果性は、その集団をとりまく課題環境や状況によって異なるとするなら

ば、これらすべてを考慮した『万能薬』としてのリーダーシップ・スキルを提出すること

が如何に困難であるかが理解できよう。もし、これにもかかわらず提出しなければならな

いとすれば、そこでのリーダーシップ・スキルは、状況の違いを越えた非常に一般的で抽

象的なレベルでの言及（「部下の立場を理解せよ」）か、あるいは、逆に、個々の状況に

スペシフィックな、きわめて限定的なレベルでの言及（「私はこうして会社を設立した」）
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図1リーダーシップ、集団凝集性および

グループ・パフォーマンスの相互関係

のどちらかにならざるをえないと思われる。

例えば、「きちんと挨拶をする」というのは、確かに、対人関係を形成したり、維持さ

せていくためにもっとも重要で基本的な対人的スキルの一つである。しかし、「きちんと

挨拶をする」自動販売機は、不気味である。実は、「きちんとした挨拶」というのは、

「相手」や「時間」や「環境」によって変化する、すなわち、状況によってその効果性が

異なる「状況適合」的なものであるはずで、「挨拶する」自動販売機の不気味さの理由は、

おそらく、そのときの「相手」や「時間」、あるいは、そのときの「環境」といったさま

ざまな「状況」の違いを無視した一般的で抽象的なレベルでのスキルが付与されているこ

とに基づくものであり、そのような一般的で抽象的なスキルは、個々の状況にあてはめた

場合に必ずしも十分に「適合」しているとはいえない場合が多いからであろう。

さらに、スポーツ集団に参加している個々のメンバーは、いずれも個人個人が固有の意

志や目標を持った主体的な存在であり、スポーツ集団に参加する理由や動機も、自らの集

団の状況をどのように認識しているのかも、あるいは、どのように集団の目標や課題を意

味づけしているのかも、個人個人で異なる非常に多様なものであることが示されている。

このように、集団レベルで考えてみても、どうやら『万能薬」としてのリーダーシップ・

スキルを発見する道は、遠く険しいものなのであろう。

大会では、いろいろ考えさせられた。これまでは「あがりや緊張の克服」、「意欲の向

上」といった比較的、個人の内的過程に焦点を当てた問題意識が優勢であったと思われる。

できればこの大会を機に、スポーツ集団を全体的に診断したり、それに介入することがで

きるシステム論的なオリエンテーションを持ったスポーツ。カウンセリングの重要性が認

識されればと思う。
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岡沢祥訓先生：

指導者と選手あるいは選手同士の信頼関係が確立されていなければ、いくら練習しても、

試合でよいパフォーマンスを期待することはできないであろう。この信頼関係は相互理解

が正しく行われてはじめて確立されるものである。正しい相互理解には、効果的なコミュ

ニケーションが必要であることは言うまでもないことである。そこで、優れたスポーツ集

団をつくるための心理的スキルの一つとして、スキルといえるかどうかは疑問な点が残る

が、以下のような観点から提案をさせていただいた。

まず競技集団における人間関係の問題点、特に指導者と選手との人間関係、選手同士の

コミニュケーションの問題点について述べた。その後、それらの問題点を解消するために、

競技集団で実際行われている心理的トレーニングの例として、卓球ダブルスのコミュニケ

ーショントレーニング、アリゾナ州立大学のコミュニケーショントレーニング、近畿大学

の高妻先生のグループディスカッションの利用の例を紹介した。

ここでは、コミュニケーションをスムーズに行うために、オープンマインドな態度で相

手に接することが必要であることを述べた。

しかし、それだけでは、効果的なコミュニケーションを行うには、不一'一分であり、効果

的なコミュニケーションを行うためのスキルが必要であることを述べた。すなわち、行動

分析の結果から見た効果的なコミュニケーション技術をオハイオ州立大学のシーデントッ

プと共同研究者の研究成果を基に述べた。

これらの提言に対して、異なった目標で活動している集団に対して同じ頚が言えるのか◎

スポーツカウンセラーも持っていなければいけない大切な知識である等の意見があった。

石井源信先生：

筆者に与えられたテーマは、優れたスポーツ集団をつくるための心理的スキルとしての

「目標設定スキル」であった。数多くの研究でも、適切な目標設定は、技術的なスキルだ

けでなく、選手の不安を軽減したり、意欲や自信や集中力を高めたりなど心理的な面に与

える影響は大きいことが認められている。

今回の発表は、動機づけの原理・原則にのっとった具体的な目標設定プログラムならび

に現場の実践例を紹介することによって、目標設定スキルの向上の必要性を述べた。

ピークパフォーマンストレーニングの一環として位置づけたガーフィールドのプログラ

ム(1984)、マートンの目標設定プログラム(1987)さらにはバンプのワークブック

(1987)を参照にした武田らのハンドボールジュニア選手のための教育プログラム(1994)

などを紹介した。

それらは、基本的には自己分析からはじまり、原理・原則に基づいたいくつかのステッ
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プからなる短期目標を設定し、それぞれの段階の課題に対して達成度を数量的に評価でき

る方法を開発し、パフォーマンスの向上を客観的に確認しながら、長期目標へとつながっ

ていくような段階的な計画のたて方を学ぶという内容である。

実際に我々は「目標は何か」と改めて聞かれるとはっきり答えられないことが多い。

「何を目標にしてやっていいか」わからない場合もあれば、わかっていてもあいまいな場

合もあるが、目標を自分自身で確認するだけでも意味のあることである。まして紹介した

ような具体的なう。ログラムを設定して継続的に実施することができさえすれば効果があが

ることは間通いないと思われる。ただそれが果たしてできるかどうかが問題とは思われる。

さらに、現場で活躍している指導者の例としては、サッカー全日本代表監督のハンス・

オプト氏のコーチングを紹介した。彼は、すべてのスター|､は「観察」であると主張し、

まず現状の適切な情報を得て、現実をよく観察することからはじめ、行動を起こす前にま

ず「目標」を設定する。それもあくまで実現可能な具体的な目標であり、目標が設定され

たら常に自分たちの行動がその目標に合ったものかどうかをチェックする。つづいて、ど

ういうスタイルの戦|略や戦法で目標達成を可能にするかという青写真を描き、個々 人に与

えられる役割分担を明確にする。そして、その役割を果たすために各ポジションのプレー

ヤーがどのようなスキルとフィトネスを身につければいいかを指示し、練習で習得させる。

その結果はそれらが身についたかどうかを試合でチェックし、選手にフィードバックする。

以上紹介したフ･ログラムならびに優れた成果をあげている実践的手法は、確かに参考に

なる。優秀な成絃を収めている指導者は紛れもなく優れた目標設定家であるといわれ、オ

プト監督の例も原理・原則にのっとり、しかもあくまでチーム中心に個人レベルの目標か

らチームレベルの目標への方向づけがしっかりとなされている。ただ実際場面では種目の

特性や個人の特性や集団の特性などのさまざまな条件を考えると、目標設定プログラムを

実行していくことは意外に難しいといわざるを得ない。

それは、フロアーからの意見にもあったように、特にチームレベルで考えた時である。

チームの各メンバーは考え方や価値観や能力レベルは個人差が大きく、さまざまである。

全日本のような等質の集団の場合は、コントロールしやすいが、異質な集団の場合は個人

の目標をチームの目標にいかに方向づけていくかが指導する立場では大切なポイントにな

る。現場で本当に重要となるのは指導者自身が集団をどのように考え、どのようなチーム

像を描いているかである。その場合に抜きにすることができないのは飛田氏が扱われたリ

ーダーシップスキルであり、岡沢氏が問題にしたコミュニケーションスキルである。最も

基本的で実際的な目標設定スキルを向上させながら、集団スキルを高めて、優れた集団を

つくりあげていくことがのぞまれる。
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『

2．キ ーノートレクチャー

テーマ「スポーツ集団の生産性と集団凝集性、リーダーシップ」

司会杉原隆（東京学芸大学）

演者丹羽助昭（奈良女子大学）

司会：

本テーマは、分科会としてこれまで取り上

げていない領域であり、また、引き続き行わ

れるシンポジウムのテーマとも密接な関係を

持つ内容で、タイムリーな企画であった。演

者も長年にわたって集団研究をされてきた第

一人者で、これまでの自身の研究を中心に用

意された分厚い資料に基づいてレクチャーか

なされた。

終わってみての感想の第一は、このテーマ終わってみての感想の第一は、このテーマで40分ではあまりにも時間が短すぎたことで

ある。多くの研究の蓄積を持つ演者としては、話したいことを十分伝える時間がなくて、

歯がゆい思いをされたのではないかと推察する｡

第二には、ほとんどの聴衆が集団研究の専門家でない点を考慮して、ご自身の研究より

は、最近の集団研究の現状と成果を整理していただき、問題点や将来の方向性について話

題を絞って分かりやすく講義していただくと、よりレクチャーらしくなったと思われる。

個人的な関心を言わせていただくと、集団の目標との関係で生産性をどの様に操作的に定

義すべきか、集団構造において生産性を凝集性やリーダーシップと並べて媒介変数として

位置付けるのか、生産性をoutputと捉らえるのかといった辺りを明確にしていただくと有
り難かった。

要旨：

集団生産性とは

集団は、一般に個人では達成できない目標を実現するためのある種の意図をもって構

成されている。集団生産性はこの目標志向的活動を規定する要因と考えられる。

スポーツ集団の場合、集団の目標は各集団によって異なるが、多くは①競技力の向上

②仲間とスポーツを楽しむことにまとめることができる。
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したがって、ここでは集団の生産性について、基本的な集団機能である①集団目標達

成機能(TaskFunction)と②集団維持機能(GroupMaintenanceFunction)の両機能

と集団凝集性やリーダーシップがどのように関係するかという視点から考える。

藤集団生産性と集団凝集性

ここでは集団凝集性を「成員に集団にと

どまりまとまるように作用する心理学的力

の総量」と定義する◎いまスポーツ集団の

TaskFunctionを競技力向上に限定して考

えると、特に戦績と密接に関係するのは、

人間関係繩造としての権限構造（集団の規

範を決定する権限の所在から類型化された

集団の構造）、モラール（志気）、リーダ
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集団の構造）、モラール（志気）、リーダーシップ、集団成員性などが考えられる。そ

してこれらと関わりながら全体を包括する形で集団凝集性を考えることができる。従来

の研究では、凝集性一モラール理論と凝集性一魅力理論が提唱されているが、いずれも

生産性と凝集性の明確な因果関係は確かめられていない。しかし集団魅力の源泉とTask

Functionが密接に関係することが次第に明らかになってきた。すなわちTaskFunction

はまず権限構造と密接に関係している。例えば、日本選手権をとるようなスポーツ集団

では部員外型が圧倒的に多く、そのような構造型では、集団の威信の魅力が極めて強い

ことなどがわかってきた。したがって、凝集性一魅力理論は生産性と関わって、魅力一

生産性理論として、その理論的・実証的研究の発展が期待される。

集団生産性とリーダーシップ

リーダーシップは理論的には、個人的心理のダイナミックスを基礎に集団的機能とし

て作用する。その影響は受け手がリーダーを受け入れる程度に応じ、しかもリーダーを

受け入れる程度は、リーダー選出への関わりとも関係があるので、権限構造型によって

効果的なリーダーシップ型が決まってくる。例えば運動部の場合、部員外の人や少数の

部内の主脳による指名または推薦という形でキャプテンが選出される部員外型や部主脳

型では、どちらかというと上意下達の垂直型人間関係が特徴的である。したがって部員

外型の運動部では民主的リーダーシップより権力型リーダーシップの方が効果が高い。

他方、話し合いでキャプテンを決める部員型の部では民主的構造をもつ水平型人間関係

が特徴的で、ここでは権力型リーダーシップは効果が少ない。日本では運動部の生産性

と関係してPM型リーダーシップの研究が進んでいる。例えば課題達成機能からみると

PM型が他の3型より効果が高いというのが常識となっているが、相反するP(Perform

anse)機能とM(GroupMaintenance)機能とが、スポーツ集団のような機能集団の場合
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に共存することは理論的に矛盾がある。最近の研究で、P機能には圧力(S)因子と技

術指導(C)因子があり、この技術指導因子が集団維持(M)因子と圧力因子を結ぶ触

媒機能を果たしていることがわかってきた。そしてC,S,Mリーダーシップ｡と権限構

造型には明らかに対応関係がみられ、両者間に双方向影響交換過程のあることがわかっ

てきたo例えば男子の大学の運動部では監督．コーチのリーダーシップは、部員外型で

は技術指導やその複合した機能が集団生産性（強さ）に効果を発揮し、部員内主脳型で

は効果が少ない。当然、男女共、圧力機能のみの場合は、練習参加率は高いが、強さや

集団魅力には効果を発揮しない。このようにスポーツ集団の生産性は監督．コーチやキ

ャプテンなどの主脳者が、権限構造型に応じて、それぞれのリーダーシップを発揮する

ことで、合理的に調整されていると考えられる。その他、スポーツ集団の凝集性やリー

グー シップ研究における問題点を指摘した。
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キーノートレクチャー傍聴記

阿江美恵子（東京女子体育大学）

波者は、スポーツ集団の研究では第一人者である。しかし、ここ何年か集団研究から少

し離れておられるので、ここでの発表は減者の研究の集大成であろうと期待して会場に入

-つた･

レクチャーは演者のいつもながらの詳細な資料に基づき開始された。発表に先立ちグロ

ーバルな立場から研究したいという演者の信念が強調され、国際会議で発表される姿とだ

ぶったことを付け加えておく。

集団の研究の中で主として集団構造、モラール、集団魅力、PMリーダーシップがこの

テーマでのキーワードと言ってよいであろう。それらの概念を中心にスポーツ集団につい

ての研究結果が紹介された。

集団描造については規範決定から見た椛造（丹羽は権限構造と呼んでいる）の類型化が

なされ、集団の4機能との関連が示された。戦績を集団生産性ととらえると部員外型、部

主脳型が生産性が高いことが見出されている。また、PM型のP(集団維持）機能に、圧

力因子と技術指導因子を見出している。しかしこれらの結果は因果モデルではないので戦

績をあげるために部員外型や部主脳型力哨効であるという方向の結果は導かない。さらに、

部の指導者の観点や継続的な集団の観察が欠如しているとか、様々 な種目をひとまとめで

よいか、という問題も指摘できるであろう。それでもスポーツ集団の研究に果たした丹羽

の研究グループの功績は多大である。

しかしながら、近年研究があまり進展していないというのが、正直な感想である。研究

方法上に残されている問題も大いにあるし、スポーツ集団の閉鎖性も研究のネックになっ

ていることも事実である。今後の研究の発展を期待したい。
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3．プレ・セミナー

体育心理学の動向

｢北米応用スポーツ心理学会および北米スポーツ心理学会の動向」

高妻容一（近畿大学）

平成5年度、近畿大学の研究留学制度から州立米国フロリダ大学(Unlversityof

Florida)"1年間の留学をした。これを機会に今年も含めて米国体育学会、北米スポー

ツ心理学会、北米応用スポーツ心理学会、米国心理学会、カナダスポーツ心理学会などこ

こ1年半で10の学会に参加してきた。その中でも量的・質的研究の発表の場としての対称

的な2つの学会を紹介し、北米の研究動向を報告する。

北米応用スポーツ心理学会(AAASP)は、

1981年に提案され1985年に第1回大会を開催

している。その目的は①スポーツ心理学の分

野の明確な定義を確立し、研究者やプロのス

ポーツ心理学者・コンサルタントとしての地

位を明確にしようというもの。②スポーツ心

理学のプラクティスとトレーニングの基準を

明確にする必要がある。③スポーツ心理学の

現場での応用やプロのスポーツ心理コンサル現場での応 用やプロのスポーツ心理コンサル高妻容一氏

タン卜などの「応用」という面に多くのスポーツ心理学者や関係者が興味を持っているこ

とから、その分野での要求を明確なものにしたいなどであり、これらのことに積極的にチ

ャレンジしたいというものである。またスポーツ心理コンサルタントとしてのライセンス

制度もできており、それを獲得するための単位をとるワークショップも学会の前に開催し

ている。学会の企画は研究発表はもちろんの事、シンポジウムやワークショップなど実際

に現場で指導したり、活用するためのテクニックの情報交換など日本の学会とは全く異な

る企画が盛りだくさんである。北米応用スポーツ心理学会の3つの分野は次の通りであるc

①HealthPsychologyofSport

②Intervention/perfonnancee血ancemenlofSport

③SocialPsychologyofSport

1989年からは、機関誌として「JournalofApplidSportPsychology」が発行され、そ
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の目的はスポーツ心理学の定義、スポーツ心理学者になるために必要なトレーニングや教

育的経験や学歴、スポーツ心理コンサルタントとしてのライセンス、スポーツ心理学を学

ぶ学生への積極的な活動・セミナーを提供するc健康心理学や社会心理学、そしてパフォ

ーマンスを上達させたり選手やコーチを手助けするための分野などを目的とする人々への

情報提供などをすることである。

北米スポーツ心理学会(NASPSPA)は、1967年から毎年開催されており、その目的は研

究に対するものがほとんどであり、研究者の情報交換、スポーツ心理学者の現場での問題

点などを討論する、毎年の学会とニュースレターなどの機関誌でスポーツ心理学を発展さ

せていくというものである。1979年から機関誌が発行され、1988年から「Journalof

Sport&ExercisePsychology」と名前が変更され、「JournalofMotorBehavior」も年

4回発行されている。この学会の構成は、

①Spo前Psychology

②MotorLeamingandCoI11rol

③MotorDevelopment

である。最近は参加者のほとんどが②③の運動学習関係分野の研究者でしめられており、

スポーツ心理学関係者は応用スポーツ心理学会へと興味が移ってきている。

最後に、量的研究を中心とした北米スポーツ心理学会(NASPSPA)は、1991年に623名の

会員が94年には394名と4年間で229名の減少、スポーツ心理部門では4年間で160名減少

している事実がある。一方応用スポーツ心理学会(AAASP)は、初め374名から始まり、94

年では847名と毎年会員が増加し続けている。このことから理解できるように、北米では

質的研究を中心とする応用スポーツ心理学の分野の発展が見られ、今後もこの傾向がます

ます強くなると考えられる。

学位論文紹介

｢スポーツ競技者の同一性形成過程とスポーツ場面での
危機様態における相互性の関連」

中込四郎（筑波大学）

「スポーツ場面で経験する危機がスポーツ選手の青年期の発達課題である同一性形成に

どのような係わりをもっているのか」を検討することが、学位論文の目的でした。この主

題を決め（最初から全ての見通しがあったわけではありませんが）、研究資料の収集、そ
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してまとめまでの期間は、ほぼ30代の歩みと一致します。この間、多くの方々から教えを

受け、また協力を得ることができました。

中込四郎氏ションの幅を 狭 め る こ と が で き る は ず 」 と 意

気込みました。また、人格変容要因ないしはスポーツの経験要因として危機に関心を持っ

たことから、相談室の中でクライエントの過去の危機にばかり傾聴している自分に気づく

ことがしばしばありました。自ずと、スポーツ心理学領域の他の主題への関心が薄らいで

いってしまい（このころ、学会活動は発表会場の外で交流を深めました）、大学院レベル

の学生の研究指導は、かなり狭い関心から、しかも指導者主導型で行う傾向が強かったと

反省しています。

もう一つ、特定の研究主題に深く自我関与していくためには、それなりの必然性みたい

なものがあるようです。もちろん「今思えば」といった後づけではありますが、私の場合

も例外ではなかったようです。

6年間勤務した北海道教育大学旭川分校から筑波大学に転出するにあたり、どこかに

「まとまった仕事をしたい」と願う気持ちがありました。来てみると、皆さんがその道の

エキスパートであるかのように私には映りました。そんなおり、J.ofYouth&

Adolescenceという雑誌の中でBourne,E.という方が50ページにわたり、同一性研究のレビ

ューを行っていた論文を手にしました。同一性の概念については、友人の鈴木君（現I1皮阜

大学）が修士論文で扱っており、また私も精神分析的自我心理学の文脈でEr:1ksonを知っ

ておりましたので、抵抗なく読み進めることができました。恐らく、心理学領域で最も多

く行われた操作的研究の一つだと思います。以後一年近くは関連論文ばかりを読んでいま

した。

筑波大学への転出は、さらに新しいチャンスを私に与えてくれました。それは、以前か

ら関心を持っていた臨床心理学の活動の場として、学生相談室でのカウンセリングのお手

伝いができるようになったことです。来談してくる学生さんは、さまざまな問題を投げか

けてきました◎悩んでいる本人は今まさに心理的危機にあることは当然ですが、「この期
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の学生さんはけつこう悩むものであり、時にはその悩みが、成長の契機になっているよう

だ」と実感する状況が生まれてきました。また、相談室には体育系の課外活動を行ってい

る学生（体育専攻生）さんも訪れてきました。そうすると、一般の学生と体育専攻学生の

違いを極々の面から経験するようになります。時には、‐この学生にとって、これまでの

スポーツ競技の経験は何であったのか」と問い掛け、積極的な答えを自分の中で見いだす

ことができないでいました。

このようなきっかけがあったからといって、同時に学位論文を意識したわけではありま

せんそれはだいぶ後になって、学生時代の指導教官でもありました市村教授より、学位

論文としてまとめることを勧められてからですご

その後、かならずしも順調にいったわけではありませんが、とにかく、40代に一歩足を

踏み出した年に、博士（体育科学）を取得することになる論文ができあがりました。おま

けに、文部省科学研究費からの出版補助を得て、「危機と人格形成」（道和書院）として

刊行することができました。

論文のあとがきに、「同一性形成は生涯にわたって行われる心理社会的発達課題である。

この“あとがき”が、自分の研究活動の“あとがき”とならぬようこれからも、相互性の

高い取り組みをしていきたい」と、個人的なことを書きました。私の中には、「螺旋形の

人格発達観」みたいなものがあります。書き上げた論文を振り返り、「スポーツの“身体

性”を抜きにして彼らの人格形成を語ることの限界」を感じ、難しい課題を自覚するよう

になりました。その学位論文の仕事に終止符を打つと、時を待たずして、勤務大学の中の

スポーツクリニックに心理部門を新たに設ける計画が起こりました。現在、周囲の協力者

を得ながら、クリニックの活動を通してますます臨床に深く関与するようになってきてい

ます:，恐らく、再び「スポーツと人格形成」の問題に自分の関心が向いていくことになる

でしょう。

最後になってしまいましたが、このような企画を設けていただきました事務局の先生方

に感謝申し上げます。論文の中味を紹介することなく、勝手なことを書かさせていただき

ました。私にとって、今回のセミナーはとても意味あるチャンスとなりました。

懇親会風景
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4．一般研究発表（座長報告）

楠本恭久（日本体育大学）演題番号031004～031007

｢ソフトテニスのサービスと心拍数変動一ポジション別の比較一」

山崎勝男（早稲田大学）

｢ストレス・プロフィール手続きを用いたA型行動パターンの評価一タイプAおよびB

の比較研究一」竹中晃二（岡山大学）

｢遅い速度の動作遂行が生体に与える心理生理的影響一大学生女子と中学生女子を対象

として－」井上九 美 （ 嚥 好 醐 溥 ）

｢音刺激によるテンポの変化が快適感に及ぼす影響一メトロノームによる前額皮上電位

と 心 拍 の変化を中心に－」丹羽助昭（奈良女子大学）

山崎氏の発表は、ソフトテニスにおいて、従来サービスをおこなう必要のなかった前衛

（フォワード）もサービス実施の義務を負うこととなった新国際ルールに焦点を当てたも

のであった。従来からの各ポジションを独立変数として、サービス時の心理(STAI)・生

理変数(ECG,EMG)を測定した実験的研究である。STAI得点からは、特徴的な傾向が見い

だせなかったが、3条件（広エリヤ・狭エリヤ・レシーバ付き）ともに、フォワード群に

比べバックス群にHRの上昇がみられ、「専門技術者としての誇りと、失敗に対する緊張」

をその起因としている。

竹中氏の発表が、連名者である福井氏へ急速変更となった。福井氏はA型行動パターン

と虚血性心疾患を取り上げ、従来質問紙法に依っているA型行動パターンの評価法におい

て、鏡映描写課題を用いたストレス・プロフィール手続きによる生理反応の結果から、こ

れらも生理的指標(IIR・ST･SCL等）の測定がA型行動パターンを評価する客観的測定法

と見なし得ることについて報告している。

井上氏は呼吸数・心拍数・GSRの測定から遅いテンポでおこなう動作が心身に及ぼす影

響について報告した。ここでは、各速度における、課題の動作回数、心拍数、呼吸数を中

心に発表した。結果から、課題a(両腕を身体の前で左右交互に回す動作）の遂行時およ

び呼吸数の変化に興味深い結果が得られたとしている。

丹羽氏はメトロノームを使用して、そのテンポと快適感との関係についていくつかの仮

説の検証を試みた。そして、「概して速いテンポより遅いテンポの方に快適感をもつ」等

の結論を導いている。

以上4題の実験報告は、生理的指標を用いた、各々に興味深い研究であった。今後も継

１
１
１
１
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続的研究がおこなわれ、新たな報告のなされることが期待される。

演題番号031008～031010

｢運動学習と準備電位」

｢予告反応時間の周期性とCNVとの関係」

｢CNV反応様式からみた陸上競技の種目特性」

伊藤政展（上越教育大学）

正木宏明（輔砒獣輔）

佐久間春夫（国士館大学）

平工志穂（祭蝕子博焦協）

正木氏は、弾道的な力の表出課題において、目標値が明確に設定された場合（目的的課

題条件）の準備電位の後期成分の振幅は、目標値の設定されない場合（無目的課題条件）

の振1幅よりも大きくなること、また目的的条件では、反復練習に伴い、準備電位の立ち上

がり時期が早くなるという実験結果を示され、その理由は、運動に目的性が加わると課題

遂行に対する注意や動機づけが高まるからだ、と解釈された。脳波の解析を通して運動学

習の過程を明らかにしようとする試みが増す中で、示唆に富んだタイムリーな話題であつ

たが、後期成分の電位の差は、運動プログラム作成の困難度といった反応システム内での

処理の差を反映している可能性があるのではないか、という印象を持った。

佐久間氏は、予告反応課題において、反応時間の変動には一定の規則性があり、ほぼ90

分から120分の周期で反応の遅速が交替すること、さらに前頭部と中心部のCNV電位の増加

は反応l}寺間の短縮と密接に関係していることを報告された。生体リズムについて予備知識

を持っている者でさえ、データが示すその支配力に驚きを禁じ得なかった。万事に

1ndependentでありたいと考える筆者など、「その制約から解放されるてだては？」と、

ついつい頭の中で先を急いでしまった。ただし、時間経過に伴って反応時間の変動の幅が

小さくなる傾向について、説明を伺う時間的余裕がなかったことが悔やまれた。

平工氏は、陸上競技の短距離選手と長距離選手を対象として、単純反応課題遂行時の

CNV反応パターンを比較したところ、短距離選手は長距離選手より反応時間が短いこと、

また初期成分、後期成分のいずれにおいても、短距離選手は長距離選手よりも大きな電位

を示すこと、を明らかにされた。さらにCNVの反応様式から種目間の心理的スキルの差を

捉えることの可能性について言及された。

演題番号031011～031013 荒木雅信（大阪体育大学）

｢障害をもつ生徒における系列反応特性」 乾信之（鳴門教育大学）
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4．一般研究発表（座長報告）

演題番号031004～031007 楠本恭久（日本体育大学）

｢ソフトテニスのサービスと心拍数変動一ポジション別の比較一」

山崎勝男（早稲田大学）

『ストレス．プロフィール手続きを用いたA型行動パターンの評価一タイプAおよびB

の比較研究一」竹中晃二（岡山大学）

『遅い速度の動作遂行が生体に与える心理生理的影響一大学生女子と中学生女子を対象

として－ 」 井 上 九美（雛好蹴溥）

｢音刺激によるテンポの変化が快適感に及ぼす影響一メトロノームによる前額皮上電位

と心拍の変化を中心に－」丹羽勘ll召（奈良女子大学）

山崎氏の発表は、ソフトテニスにおいて、従来サービスをおこなう必要のなかった前衛

（フォワード）もサービス実施の義務を負うこととなった新国際ルールに焦点を当てたも

のであった。従来からの各ポジションを独立変数として、サービス時の心理(STAI)・生

理変数(ECG,EMG)を測定した実験的研究である。STAI得点からは、特徴的な傾向が見い

だせなかったが、3条件（広エリヤ・狭エリヤ・レシーバ付き）ともに、フォワード群に

比べバックス群にHRの上昇がみられ、「専門技術者としての誇りと、失敗に対する緊張」

をその起因としている。

竹中氏の発表が、連名者である福井氏へ急逓変更となった。福井氏はA型行動パターン

と虚血性心疾患を取り上げ、従来質問紙法に依っているA型行動パターンの評価法におい

て、鏡映描写課題を用いたストレス・う。ロフィール手続きによる生理反応の結果から、こ

れらも生理的指標(HR･ST･SCL等）の測定がA型行動パターンを評価する客観的測定法

と見なし得ることについて報告している。

井上氏は呼吸数．心拍数・GSRの測定から遅いテンポでおこなう動作が心身に及ぼす影

響について報告した。ここでは、各速度における、課題の動作回数、心拍数、呼吸数を中

心に発表した。結果から、課題a(両腕を身体の前で左右交互に回す動作）の遂行時およ

び呼吸数の変化に興味深い結果が得られたとしている。

丹羽氏はメトロノームを使用して、そのテンポと快適感との関係についていくつかの仮

説の検証を試みた。そして、「概して速いテンポより遅いテンポの方に快適感をもつ」等

の結論を導いている。

以上4題の実験報告は、生理的指標を用いた、各々に興味深い研究であった。今後も継
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続的研究がおこなわれ、新たな報告のなされることが期待される。

演題番号031008～031010

｢運動学習と準備電位」

｢予告反応時間の周期性とCNVとの関係」

｢CNV反応様式からみた陸上競技の種目特性」

伊藤政展（上越教育大学）

正木宏明（輔畉獣鞭）

佐久間春夫（国士館大学）

平工志穂（報好溥博院）

正木氏は、弾道的な力の表出課題において、目標値が明確に設定された場合（目的的課

題条件）の準備電位の後期成分の振幅は、目標値の設定されない場合（無目的課題条件）

の振幅よりも大きくなること、また目的的条件では、反復練習に伴い、準備電位の立ち上

がり時期が早くなるという実験結果を示され、その理由は、運動に目的性が加わると課題

遂行に対する注意や動機づけが高まるからだ、と解釈された。脳波の解析を通して運動学

習の過程を明らかにしようとする試みが増す中で、示唆に富んだタイムリーな話題であっ

たが、後期成分の電位の差は、運動プログラム作成の困難度といった反応システム内での

処理の差を反映している可能性があるのではないか、という印象を持った。

佐久間氏は、予告反応課題において、反応時間の変動には一定の規則性があり、ほぼ90

分から120分の周期で反応の遅速が交替すること、さらに前頭部と中心部のCNV電位の増加

は反応ll寺間の短縮と密接に関係していることを報告された。生体リズムについて予備知識

を持っている者でさえ、データが示すその支配力に驚きを禁じ得なかった。万事に

mdependentでありたいと考える筆者など、「その制約から解放されるてだては？」と、

ついつい頭の中で先を急いでしまったcただし、時間経過に伴って反応時間の変動の幅が

小さくなる傾向について、説明を伺う時間的余裕がなかったことが悔やまれた。

平工氏は、陸上競技の短距離選手と長距離選手を対象として、単純反応課題遂行時の

CNV反応パターンを比較したところ、短距離選手は長距離選手より反応時間が短いこと、

また初期成分、後期成分のいずれにおいても、短距離選手は長距離選手よりも大きな電位

を示すこと、を明らかにされた。さらにCNVの反応様式から種目間の心理的スキルの差を

捉えることの可能性について言及された。

演題番号031011～031013 荒木雅信（大阪体育大学）

｢障害をもつ生徒における系列反応特性」 乾信之（鳴門教育大学）
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｢一致タイミング要素を含むaiming動作の時間的一空間的変動」

工藤和俊（中京大学）

｢動作がパフォーマンスに及ぼす影響一自転車ペダリングの有無による選択反応時間の

変化に注目して－」鍋谷照（日本体育大学）

乾氏は、養護学校高等部の自閉症、ダウン症および精神遅滞の生徒の系列情報処理の特

性を実験的に検討し、精神遅滞の生徒は健常者に近い系列情報処理を行い、他は系列情報

処理を行っていなかったという結果を報告した。これに対して、伊藤政展氏（上越教育大

学）は、これら障害をもつ生徒が系列光刺激の追従課題を正確に理解していたかについて

質問があった。この点が明確に統制されれば、研究はさらに発展すると思われる。

工藤氏は、一致タイミング事態における急速照準動作について、速度と動作の観点から

空間的一時間的な正確さについて、インパルスー変動モデルなどから検討し、aiming動作

に一致タイミング要素が加わると動作の空間的一時間的変動は大きくなり、インパルスー

変動モデルを条件つきで支持されると報告した。この結果を基に実際の運動について、そ

の作用機序が説明されることが今後期待される。

鍋谷氏は、自転車ペダリング時における運動動作が、選択反応時間に及ぼす影響につい

て実験的に検討したが、運動動作が選択反応時間のパフォーマンスの低下要因とはならな

かった。この点について、吉川政夫氏（東海大学）は、Donders(1868/1969)の課題の分

類からの検討を提案したcこの研究は、発表者がここ数年手がけてきた研究であり、統合

的な結論が楽しみである。

演題番号031014～031017 滝省治（甲子園大学）

｢身体活動に対する態度の日中における差異一体育専攻生による比較一」

郡小京（京鰄献報碓）

｢中。高齢者の運動継続を規定する要因(1)－包括的運動行動モデルの作成一」

中込四郎（筑波大学）

｢中・高齢者の運動継続を規定する要因(2)－運動実施タイプ別の検討一_｜

樋上弘之（筑波大学大学院）

『激しい運動に伴う感情の変化とランニング実施との関係」

橋本公雄（九州大学）
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’
｢身体活動に対する態度の日中における差異」

ケニヨンの身体活動に対する態度尺度をモデルに、態度項目を作成して、日中比較分

析をした･女子の項目分析において、最大の因子負荷を示す第1因子を省略したことに

質問が集中した．中国の教育目標の中で、知育、徳育、体育の他に美的経験を重要視し
ていることが日本と大きな差が認められたところである。

'中、高齢者の連動継続を規定する要因（1．2）」

健峻観等の「認知・情動要因」、経済的・時間的要因等の「外的要因」、運動経験等

の「先行要因」の3要因についてマニュアル化された面接聞き取り調査を行っている。

調査対象者のスポーツ実施に関する行動を包括的に捉えようとする試みである。研究l

においては、行動モデルを提示して運動実施様態を4タイプに分類した。研究2では運

動実施タイプ間の認知的要因得点を比較している。運動行動規定要因モデルに対して活

発な質疑が行われた。実施タイプ別の比較においては対象者が少ないのではないかと批
判がみられた。

『激しい運動に伴う感情の変化とランニング実施との関係」

運動による不安低減効果に対して対象者の運動経験による差を検討しようとする試み

である。連動負荷を実験室的に厳密に押さえた意欲的な研究であった。快感情とリラッ

クス感にランニング経験の差が認められた。二要因分析中の交互作用についての検討に
質問があった。

岡村豊太郎（山口大学）演題番号031PO1～031PO3

,運動イメージ想起中の生理反応の変化と時間感覚一運動イメージ評価の試み一」
有路義敦（早稲田大学大学院）

F陸上競技種目における競技イメージの時間認知」中宮敏之(B桙締騨蝋I職員）

『各種スポーツ選手のボディ・イメージについて」山根雅子（大郷敵獣鞭）

有路義敦らは、「運動イメージ想起中の生理反応の変化と時間知覚」と言う実験研究を

報告した。研究目的は、イメージを客観的に評価し得る指標を特定する手懸かりを得ると

いうことであった。

400m走と800m走を専門とする競技者8名を対象にして、400m走の競技イメージを描

かせ、精神生理学的手法によるイメージ想起時の生理指標の変化、質問紙法によるイメー

ジの明瞭性の測定を行なったc課題に要するイメージ時間と競技時間との比較もおこなっ

た。その結果、(L)イメージ想起についてSNS活動の賦活がみられる、②スタート時の呼

９
１
Ｊ
■
Ｊ
卜
。
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｢一致タイミング要素を含むaim1ng動作の時間的一空間的変動」

工藤和俊（中京大学）

｢動作がパフォーマンスに及ぼす影響一自転車ペダリングの有無による選択反応時間の

変化に注目して－」鍋谷 照（日本体育大学）

乾氏は、養護学校高等部の自閉症、ダウン症および精神遅滞の生徒の系列情報処理の特

性を実験的に検討し、精神遅滞の生徒は健常者に近い系列情報処理を行い、他は系列情報

処理を行っていなかったという結果を報告した。これに対して、伊藤政展氏（上越教育大

学）は、これら障害をもつ生徒が系列光刺激の追従課題を正確に理解していたかについて

質問があった。この点が明確に統制されれば、研究はさらに発展すると思われる。

工藤氏は、一致タイミング事態における急速照準動作について、速度と動作の観点から

空間的一時間的な正確さについて、インパルスー変動モデルなどから検討し、aiming動作

に一致タイミング要素が加わると動作の空間的一時間的変動は大きくなり、インパルスー

変動モデルを条件つきで支持されると報告した。この結果を基に実際の運動について、そ

の作用機序が説明されることが今後期待される。

鍋谷氏は、自転車ペダリング時における運動動作が、選択反応時間に及ぼす影響につい

て実験的に検討したが、運動動作が選択反応時間のパフォーマンスの低下要因とはならな

かった。この点について、吉川政夫氏（東海大学）は、Donders(1868/1969)の課題の分

類からの検討を提案した。この研究は、発表者がここ数年手がけてきた研究であり、統合

的な結論が楽しみである。

演題番号031014～031017 滝省治（甲子園大学）

「身体活動に対する態度の日中における差異一体育専攻生による比較一」

郡小京（京獺献報雛）

｢中。高齢者の運動継続を規定する要因(1)－包括的運動行動モデルの作成一.」

中込四郎（筑波大学）

｢中・高齢者の運動継続を規定する要因(2)－運動実施タイプ別の検討一」

樋上弘之（筑波大学大学院）

｢激しい運動に伴う感情の変化とランニング実施との関係」

橋本公雄（九州大学）
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｢身体活動に対する態度の日中における差異」

ケニヨンの身体活動に対する態度尺度をモデルに、態度項目を作成して、日中比較分

析をした。女子の項目分析において、鐙大の因子負荷を示す第1因子を省略したことに

質問が集中した。中国の教育目標の中で、知育、徳育、体育の他に美的経験を重要視し

ていることが日本と大きな差が認められたところである。

『中、高齢者の運動継続を規定する要因（1．2）」

健康栂牌の「認知．情動要因」、経済的・l1手間的要因等の「外的要因」、運動経験等

のr先行要閃」の3要因についてマニュアル化された而接聞き取り調査を行っている。

調査対象者のスポーツ実施に関する行動を包括的に捉えようとする試みである。研究l

においては、行動モデルを提示して運動実施様態を4タイプに分類した。研究2では運

動実施タイプ間の認知的要因得点を比較している。運動行動規定要因モデルに対して活

発な質疑が行われた。実施タイプ°別の比較においては対象者が少ないのではないかと批

判がみられた。

｢激しい運動に伴う感情の変化とランニング実施との関係」

運動による不安低減効果に対して対象者の運動経験による差を検討しようとする試み

である。運動負荷を実験室的に厳密に押さえた意欲的な研究であった。快感情とリラッ

クス感にランニング経験の差が認められたc二要因分析中の交互作用についての検討に

質問があった。

演題番号031PO1～031PO3 岡村豊太郎（山口大学）

｢運動イメージ想起中の生理反応の変化と時間感覚一運動イメージ評価の試み一」

有路義敦（早稲田大学大学院）

F陸上競技種目における競技イメージのl1寺間認知」中宮敏之(H*輔撫蝋1職員）

｢各種スポーツ選手のボディ・イメージについて」山根雅子（i鮴詠歎鞭）

有路義敦らは、「運動イメージ想起中の生理反応の変化と時間知覚」と言う実験研究を

報告した。研究目的は、イメージを客観的に評価し得る指標を特定する手懸かりを得ると

いうことであった。

400m走と800m走を専門とする競技者8名を対象にして、400m走の競技イメージを描

かせ、精神生理学的手法によるイメージ想起時の生理指標の変化、質問紙法によるイメー

ジの明瞭性の測定を行なった。課題に要するイメージ時間と競技時間との比較もおこなっ

た。その結果、⑮イメージ想起についてSNS活動の賦活がみられる、②スタート時の呼
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吸曲線にイメージの内容を示すと思われる特異な曲線が現われる、③明瞭性の高い被験者

は時間感覚が高い傾向を示す、④各区間の時間配分では後半部分の区間が長くなる、⑤イ

メージに伴う時間感覚はイメージの明瞭性によって変化する、等の結果をえている。そし

て、その結果から生理指標と時間感覚、イメージの明瞭性は、単独もしくは組み合わせる

ことによってイメージの内容を評価できる、と結論している。

中宮敏之らは「陸上競技種目における競技イメージの時間認知」という実験研究を報告

した。これは、競技時間が異なる種目間で、その競技特性を背景とした競技イメージにお

ける時間認知を比較し、それに及ぼす内的イメージ想起と外的イメージ想起の有効性を検

討したものである。男子40名、女子20名の100m、400m、llOmハードルの専門競技者を

対象にして、それぞれの専門種目について閉眼状態で自己最高記録をマークしたときのイ

メージを想起させ、その所要時間を測定した。測定は各被験者とも内的イメージ条件と外

的イメージ条件をそれぞれ10試行ずつ行った。その結果、正確なll寺間評価をした者は先行

研究の結果とは異なり、外的イメージ想起によっていた。また、内的イメージ条件におい

て110mHの方が時間評価が正確であった｡llOmHではハードル間の歩数を決めているが

これが影響していると考えられた。

山根雅子らは、「各種スポーツ選手のボディ・イメージについて」報告した。これは、

ボディカセクシスとスポーツ種目の関係を検討したものである｡TheSecord-jourard

BodyCathexisTestを参考にして40の質問項目と、評定尺度を作成し、これをダンス71

名、新体操103名、剣道・なぎなた35名、陸上競技37名、バスケット84名、サッカー71名、

水泳21名、計422名の女子運動クラブ員に実施し、因子分析を行ったものである。その結

果、全調査対象により抽出された因子は、第1因子：容貌的カセクシス、第2因子：下肢

機能的カセクシス、第3因子：生理的カセクシス、第4因子：体幹的カセクシスの4因子

であった。各スポーツ群では、ダンス群、剣道・なぎなた群、バスケット群の3群につい

て因子が抽出されたとしている。そして、それぞれのスポーツ群の因子構造を紹介してい

る。

＜座長のきづき、感じ＞

1少ないデータで結論がかなりはっきりと出されている。

2．イメージに関する実験では実験条件に保持の条件が混入されている。

3因子分析に関しては項目数にたいして少ない被験者数で実施して結論を導いている。

4先行研究がよく読まれていない。

演題番号031PO4～031PO6 今中国泰（長崎大学）
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｢大筋的系列動作のモデリングにおけるモデル提示角度の影響

一対面モデル観察時の反転操作方略一」石倉忠夫（中京大学大学院）

｢視覚的干渉課題を用いた運動技能の習熟段階の検討」伊藤友記（中京大学）

｢ポリリズム(3:2)の習得ストラテジーが保持と転移に及ぼす影響」

若林文子（鴎馳儲報報）

石倉氏は、大筋的系列動作のモデル提示と技能習得の問題に関し、対面あるいは背面モ

デル提示に対する再認．再生テストを用いた実験結果から長期記憶と作業記憶間の記銘・

検索過程を考察している。概略は、学習者に要求される課題が再認か再生かによって最も

適切な提示方法が異なるといった結果であったが、もしこの研究の目的が、現場における

問題解決を主眼としているのではなく、モデル提示と技能習得にかかわる記憶検索の仕組

みを明らかにしようとするものであれば、今後はより級密な条件設定を考える必要がある

との印象を抱いた。

伊藤氏は、視覚干渉課題による運動技能の習熟段階の検討結果報告であるが、細かい事

をぬきにして言えば、筋感覚と視覚のかかわりという時代をリードする先見的な問題を内

包するテーマを取り扱っていると言える。しかし、単純に考えても、筋感覚と視覚間の干

渉ではなくむしろ統合の観点、二重課題における注意的．自動的処理の問題、さらに二重

課題における大脳半球間のcross-talkの観点など、解決すべき問題が多く含まれており、

今後の研究方略の絞り込みが必要と思われるo

若林氏は、ポリリズム(3:2)の習得ストラテジーとその学習効果に関する研究で、異な

るリズムの左右手動作学習では統合組織化学習が並列組織化学習よりも学習効果が高いと

いう報告であった。この研究は現場でのリズム学習に端を発しているとのことであったが、

それにとどまらずリズム学習のメカニズムを探る方向へと発展することを期待したい。細

部に言及すれば、左右間の比較検討について拍子と手の要因が明らかに混同されており、

その実験結果の解釈には疑問が残る。さらに踏み込めば、こういったリズム課題には大脳

半球優位性の関与も-'一分考えられ、この点からの左右差の検討も問題解決の一助となるの

ではないだろうか。

演題番号031PO7～031PO9 筒井靖次郎（愛知教育大学）

｢練習による逆上がり動作の再現性増加と動作意識の変化」

麓信義（弘前大学）

｢年齢が練習の多様性効果に与える影響」山西正記（広島大学研究生）
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『動作法による立三段跳び及び垂直跳びの記録の向上について」

佐藤正志（順天堂大学）

麓氏らは、発表において、「とりあえず、単に練習させただけではうまくならないとい

うことを言いたかった」と述べていたが、それだけではやはり寂しいと思ったcフロアー

から指摘があったように、逆上がりをできるような練習プログラムを与えた場合に、どの

ような動作変容、意識変化があったかを今後報告してもらいたい。ただ、従来からの運動

学習の知見を体育授業の現場に取り組もうとする点には、大いに期待したい．

山西氏らの発表はpracticevariabllltyの発達差に関する研究であるが、この研究の

独自性は、学習プロセスの検討に際して筋電図といった生理学的指標を採用したことであ

る。「変動している時期こそ多様性練習が必要である」という結論であった。方法論に魅

力を感じたが、すでにスキーマを完成させている大人が、スキーマ完成途中の9歳児や12

歳児よりも成績が悪いという根本的問題について、どう解釈するのであろうか。

佐藤氏らの発表は動作法の具体的方法に関する質問が多かった。従来の指導法があまり

にもトレーニング方法に意識を置きがちで、リラックスした正しい動きに関する視点が欠

落しがちであっただけに興味深かった。ただ、フロアーから指摘があったように、今回の

データで、結論じみたことは言うには多少無理があるかもしれない。たとえ、ウエイ'、ト

レーニングをしていなくても、この時期であれば、走り込みや跳び込みの時期であるだけ

に、筋力トレーニングを行っていないとは言いがたいと思われる。また、跳躍テクニック

の学習効果が生じている可能性も否めない。その点を明らかにするためには、統制群を設

置した追研究が必要と思われる。次回の発表を待ちたいc

演題番号031P10～031P12 山内正毅（長崎大学）

｢スポーツ・運動場面における錯覚の分類の試み」兄井彰（福岡大学）

『教員志望学生における運動の自己知覚について(2)－課題未達成者の原因の認識と対処
について－ 叶俊文（皇学館大学）

[Mヴイグマンの“スキッツェ”に関する一考察-ALKESTIS'について一」
朴淳香（日本女子大学）

兄井氏の発表は、スポーツ場面に特有な錯覚をアンケート調査、収集し、KJ法を用いて

分類するとともに錯覚に関与する要因を明らかにしようとした。結果は921項目の錯覚を

12カテゴリーに分類し、関連要因を明らかにした。競技場、器具等の大きさ、色、明るさ
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などによる運動パフォーマンスへの影響についての先行研究はかなりあると思われる。フ

ロアーからの意見としても出ていたが、このような錯覚が運動パフォーマンスへどのよう

に影響するのか、十分なレヴューを行った上で検討していただけたらと思う。叶氏の発表

は、学生の講義や練習を通して目的の運動課題をどの程度認識しているのか、また、課題

の未達成者に対してどのような指導を行えばよいと考えているのかを調査し、その内容を

上位群（早期課題達成者）と下位群（補習を行い再テストを繰り返した後課題達成した者）

で比鮫した。その結果、課題の認知では付加練習を行った下位群において具体的内容の表

出が伽許であった。このことから、簡単に課題を達成してしまう者よりも、失敗し、苦労

して達成した者の方が|淵題点等がよく認識できるという主張だと思われる。ただ、本研究

結果は、ド位群の学習壁が多くなっているので、その結果があらわれたとも解釈できる。

また、今回の発表では示されていないが、上位群だから認識できるといった事柄（運動の

コツのようなもの）もあるのではないかという感想を持った。いかがであろうか？朴氏の

発表は、llWignlanの“スキッツェ”より“アルチェステ”を取り上げ、Wigmanの創作過程

上に生じる心理的推移を図像的、言語的側面から探るとともに、Wigmanの感情表出が“ス

キッツェ，’にどのように反映されているかを検討した。感情表出語の使用率を分析し、創

作者の作品意図を探ろうとしているが、感情表出語の使用率と創作者の感情の変化や意図

との関係や、この分析と抄録の結論とがどのように結びつくのかといった点について、私

の勉強不足もあって難解であったように思う。

演題番号031P13～031P16 久保玄次（愛媛大学）

｢WFPTによるパーソナリティの研究一男子スポーツ選手とダンサーの特性一」

林信恵（大坂体育大学）

｢運動選手の競技引退に関する研究一自我同一性の再形成をめぐって－」

豊田則成（筑波大学研究生）

｢スポーツクラブ経験が日常生活の心理的対処能力に及ぼす影響」

徳永幹雄（九州大学）

大学運動部員における問題行動の典型例の検討」竹之内隆志（名古屋大学）

林氏らは適応性、芸術性、連動感覚、知性、個性、女性性、創造性などの尺度からなる

テスト(WFPT)により、モダンダンスのダンサーのパーソナリティの特徴について、芸術

性、創造性、個性、独創性が他の16種目の男子スポーツ選手と比較して高い傾向が認めら

れ、また想像タイプ、直感タイプ、勤勉タイプ、知的タイプの4類型についてみた場合に、
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ダンス、新体操、サッカー、水泳、陸上の選手が相対的に顕著な特徴がみられたと報告し

た。対象者を増やしてさらに検討するとのことであった。

豊田氏らはトップアスリートの競技引退に関連するプロセスの事例報告と、面接法と

Whoamlテストの結果から7事例を競技引退後の社会生活における適応状態を自我同一性

再形成の観点から、「再達成型」、「軌道内安定型」、「停滞・妥協型_l、了模索型」、

「不安．防御型」の5つのタイプに分類し、これらの同一性再形成地位間の差について報

告した。この種の問題についての実証的研究は極めて少なく、今後の研究が期待される。

徳永氏らはスポーツクラブ経験が日常生活の心理的対処能力に及ぼす効果について、

「心理的競技能力診断検査」の各質問項目を日常生活に対応するように変更を加えた質問

紙を用いて、大学生を対象に調査し、以下のような結果を報告した。男子においては小学

校と大学、女子は大学でスポーツクラブを経験をした者が優れ、長期間継続している者ほ

ど優れていた。小学校時のスポーツクラブの主観的運動量が多い者ほど優れていたoスポ

ーツに対して好意的態度が形成されている者ほど優れてた。また運動品が多くなると忍耐

力が優れ、スポーツに対して好意的態度が形成されている者ほど安定・集中、自信にも優

れていた。フロアーの関心が高く、質問も多かった。

竹之内氏らは集団の形成・維持や集団成果の向上を妨害する成員の問題行動の典型例を

抽出するために、大学運動部員を対象に、予備調査によって得られた67項目について、不

快感を感じる程度、競技成績への影響度、チームの雰囲気への影響度の観点から4件法に
よる調査を実施した:，

不快感の項目得点の平均値が3（やや不快）以上の項目50項目について、競技成績への

影響度得点とチームの雰囲気への影響度得点のそれぞれについて一正成分分析・バリマック

ス回転を実施し、それぞれ6因子が抽出された。競技成績とチームの雰囲気の各因子をク

ロスさせ、二次元的に捉え、問題行動の典型例として次の6タイプ･を明らかにした。①他

者の意欲の減退をも招く未成熟な技能向上意欲の欠如した行動。②個人に限定された技能
向上意欲の欠如した行動。③責任を転嫁させ、他罰的で自己中心的な未成熟な行動c④合

理的な部の運営に対する非協力的行動。⑤上級生の封建的行動。⑥下級生の非従順的行動。

演題番号033001～033004 中込四郎（筑波大学）

｢音楽聴音時に伴う自由テンポの足踏み動作時の生理心理的変化_l
平井タカネ（奈良女子大学）

｢他者の動きに伴う関係空間の変容_I藤井千恵（奈良女子大学）
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｢対人恐怖が背景にあった女子選手とのカウンセリング（第2報）一治療者がコーチを

兼ねて成功した事例一」鈴木壮（岐阜大学）

iダンスムーブメントセラピーによる事例一頭痛・胃痛・下痢症状をもつダンサーへの

ア プロ ーチ-j高安マリ子（ﾏﾘ子ﾀﾞﾝｽｼｱﾀｰ）

「音楽聴音時に伴う|ﾖ曲テンポの足踏み動作時の生理心理的変化」

精神科の患者さんの治療の一助としてダンスやリズム運動を用いてきた発表者らの経験

から、研究が始まっている。今回の報告では、4種類の音楽の聴音と、続いて聴音しなが

ら自由なテンポで足踏みをさせた場合の生理心理的影響(GSR・呼吸数および不安特性）

を検討したc

「他者の動きに伴う関係空間の変容」

同一空間内の他者身体との関わり方が、どのように自己に語りかけられ、内面的な情動

の変化に影響を与えているのかを明らかにするために、他者の動きに伴う関係空間の変容

を指標として、2つの実験的な検討を行った。それらの実験を通じて、他者との関係空間

に影響を及ぼす!~象徴としての身体」の表現的特性を明らかにしている。

「対人恐怖が背景にあった女子選手とのカウンセリング（第2報）－治療者がコーチを兼

ねて成功した事例一」

サブタイトルにもあるように、本事例はコーチと治療者が同一人（発表者）であること

を特徴としていた（』また、共|司研究者がスーパーバイザーの立場からコメントを行った。

本事例報告からは、クライエントの競技場面での問題と内的な課題の同期が言語レベルで

示されることが明らかにされた。

『~ダンスムーブメントセラピーによる事例一頭痛．胃痛。下痢症状をもつダンサーへのア

プローチー』

発表者にとって、本事例は本格的なインテンシブのダンスムーブメントセラピーを行っ

たイニシャルケースとのことである。そして、体育心理学領域での発表もまた初めてであ

った。クライエントは発表者の主催するダンスシアターのスタッフの一人であり、種々の

身体症状を訴えており、そこでの治療過程が報告された。

これらの4演題に共通するのは、体育・スポーツの臨床的問題への基礎ないしは応用的

取り組みということになる。与えられた発表時間では、紹介やその後の討議をじっくり行

うことができなかった。

演題番号033005～033007 阿江美恵子（東京女子体育大学）
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｢パーソナル・スペースに関する研究一競技種目特性が対人距離に与える影響につい

て－」庄司暢道（燕牌蠣繩職仙調）

｢対戦相手に関する情報収集の利点と問題点」三木ひろみ（筑波大学）

｢PM型リーダーシップと戦績での強さ、練習参加、集団魅力との関係一高等学校ラグ

ビー部における権限構造を中心に－」林正一郎（同諦鰯:i:｡蕊謙）

庄司先生は、対人コミュニケーションの際に各個人が有する他人には目に見えない空間

であるパーソナル．スペースを大学生競技者を対象として実験的に比較検討した。競技種

目、性格（神経質、内外向）、性の4要因からの分析であった。結果は、種目、パーソナ

リティによる違いはほとんどなく、目標人物が自分と同性であるか否かが目標人物に接近

するかどうかを決める要因になることが見出された。フロアーからは、種目人数の内訳は

どうであったか、目標人物の服装、特に着衣の色が接近度に関連するのではないか、目標

人物が坐位である理由は、という3つの質問がなされた。目標人物を判定する手掛かりが

どこにあるのかというのが論点であったようだ。

次に、英国在中の三木先生に替わって西野先生（筑波大学）が対人競技における対戦相

手に関する情報収集活動の実態について発表した。スポーツ選手が相手の情報をどの程度

収集しているのかがわかり興味深かった。フロアーからは部内の情報の量の違いについて

指摘する意見が出された。

最後は林先生が、高等学校ラグビー部を対象として、PM型リーダーシップと競技成績、

集団魅力との関係について発表したc座長からラグビーチーム像をどのように捉えている

かを質問した。3年がかりの大きなデータを扱った研究は評価される。発表内容を限定し

た方が理解しやすかったと思われる。

セクション全体としては、共通の話題ではなかったため、討論が盛り上がらなかったの

は残念であった。

演題番号033008～033011 鈴木壮(ll度単大学）

｢スポーツ障害が心理に及ぼす影響」須藤好子（筑波大学）

｢空手道における現実療法についての一考察」橋爪章一（ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ野道鯉|謡会）

｢剣道選手の試合直前のコンディショニング－試合で実力発揮できる選手とできない選

手との比較一」松村悦博（日本大学）

｢メンタルトレーニングでの経験が競技の中で生かされるまで」

高橋幸治（筑波大学）
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「スポーツ障害が心理に及ぼす影響」は、題力珊究内容と少し異なり、スポーツ障害後

の心理状態と状況要因との関係についての報告のようだった。研究方法上の問題があるこ

とが感じられたが、スポーツ障害後の心理状態への環境・状況要因の影響について注目し

たことが通要と思われたc

1空手道における現実療法についての一考察jは、心理技法のひとつである現実療法を

実際の指導場面に適用して一定の成果が見られたという報告であった。実際の指導のなか

で現実擦法を活かそうという試みであり、一考に値するものあると思われた。今後、現実

療法を取り入れた脂導の具体的な流れの一端、一事例の詳細な内容についての報告を加え

ることが望まれるc

「剣道選手の試合直前のコンディショニング一試合で実力発揮できる選手とできない選

手との比較」は、試合で実力発揮できる選手とできない選手を試合時の心拍数、試合直前

の状態不安について比較していた。試合で実力発揮できる選手とできない選手を生理指標

と心理指標で調査しようとすることは試みとしては理解できるものであるが、調査対象数

の少なさ、状態不安の調査ll寺期・回数の問題などが残されているように感じられた。

『メンタルトレーニングでの経験が競技の中で生かされるまで」は、約2カ月半のメン

タルトレーニング講習会に参加した選手に対して、その講習会時から終了後のフォローア

ップの時期まで競技状況での心理的変容の事例を報告したものであった。選手と非常に良

い関わり方をしたことが感じられたcもう少し詳細に聞いてみたいと思った。また、この

報告は、メンタルトレーニングが講習会のようなある一定の期間で終わるわけではなく、

選手によってはその後も継続する必要がある、つまり一定の成果を現われるまでには選手

個人によってトレーニング期間が異なることをも示していると考えられる。

全休的に、演題によっては発表時間が短いように感じられるものがあった。今後の改善

が望まれる。

演題番号033PO1～033PO4 和田尚（京都教育大学）

I幼児の運動遊びに対する性度の認知と有能感との関係」岡沢哲子（i諭好劉蝉）

｢体育授業における目標の志向性が学習態度に及ぼす影響」田口多恵（国学院大学）

｢ゴルフの授業によるゴルフへの理解や態度の変化一女子大学における保健体育実技の

事 例を中心に－」種村紀代子（京都女子大学）

｢体育系大学生の人柄と精神健康度の変化についての一考察－特に陸上競技の指導を通

してみた変化一」呉萬福（国飴鯛誰院）
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「幼児の連動遊びに対する性度の認知と有能感との関係」

幼児の運動遊びに対する性度の認知が、運動場面の有能感の認知過程に及ばす影響につ

いて調べられた。有能感と遊びへの性度の認知の測定を別々に行い、それらの|卿係が分析

された。その結果、幼児は運動遊びに対して性役割にしたがった性度を認知していること

と、男らしい遊びに対しては男児の有能感が高く、女らしい遊びに対しては女児の有能感

が高いことが明らかになった。質問は、性度の認知の測定で行われた絵カードの順位づけ

の幼児にとっての可能性、信頼性についてなされた。

「体育授業における目標の志向性が学習態度に及ぼす影響」

マスタリー志向とパフォーマンス志向に関する志向性尺度を作成し、次に、目標の志向

性が授業態度にどのように影響しているかが調べられた。分析の結果、授業態度の行動的

側面、認知・感情的側面において、志向性との関連が示された。まとめとして、生徒を理

解するうえで目標の志向性のような質的アプローチの必要性が提案された。発表に対して、

授業の内容や指導の仕方と関連づけて検討することの必要性が指摘された。

「ゴルフの授業によるゴルフへの理解や態度の変化一女子大学における保健体満実技の事

例を中心に－」

ゴルフの授業を通してゴルフに対する意識の変化を調べることが目的であった。同一教

官のもと7～8週のゴルフ授業を行ない、前後に質問紙による意識調査を行った。結果と

して、ゴルフへの価値意識、スポーツとしての評価意識、イメージ、レジャー的要素、の

各因子でプラスの変化が示された。質問として、授業での指導内容との関連が示されてい

ないこと、授業前後の比較の統計上の問題点が指摘された。

「体育系大学生の人柄と精神健康度の変化についての一考察一特に陸上競技の指導を通し
てみた変化一」

一学期の陸上競技の授業を通しての変化を、U一KテストとY-Gテス|､を用いて調べ

た結果、国立台北師範学院の一期生の傾向が明らかになった。また、授業を通して精神健

康度の上昇が示された。発表に対して、日本人に対して標準化されている両テストを、外

国人に用いる場合に問題があるのではないかとの質問があった。

演題番号033PO5～033PO7 石井源信（東京工業大学）

｢系列パターン学習の系列位置に対する秩序パラメータ“ゆらぎ，，の変化」

調枝孝治（広島大学）

｢動作の精神作業負担-NASA-TLXの検討一」須田和也（日本体育大学）
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｢屋内スポーツ施設環境評定尺度の開発一体育館の総合評価を規定する施設要因の分析

検喬1」吉川政夫（東海大学）

調枝氏の：系列パターン学習の系列位置に対する秩序パラメータ“ゆらぎ”の変化」に

ついての発表は、系列パターンの追従学習を適応制御過程で行うと見越し反応の増大と見

越し反応||寺間の‐ゆらぎ‐の増幅がみられた研究にひきつづきなされたものであり、各系

列位世でフィードバック制御過程よりも見越し反応を強調した自己組織制御過程での「ゆ

らぎ_lの蛸I隅が系ｸﾘ全体にわたって秩序パラメータの増大を生起させていることを確認し

たものである｡(座握の立場で-|-分な理解ができておりませんので意見・感想はありませ

んc)

須田氏のi動作の精神作業負担」についての発表は、往復タッピング課題を用いて主観

的な精神的作業負荷に依存する6つの項目(NASA-TLX)を一対比較で重みづけをし、統制

条件（通勤課題のみ）と二重課題条件（音信号の選択反応課題）での作業負荷と成績につ

いて検討を加えたものである。作業の困難度は同じでも精神作業負荷が違う状況では、負

荷が大きい条件では副次課題よりその作業そのものの成績に影響を及ぼす傾向があるとい

うことである。このことは多忙感が増加するとともに副次課題の成績が減少するという報

告とは逆の傾向になっているということであるが、それは2分間という作業時間の影響が

大きいのではないか◎

吉川氏の「屋内スポーツ施設環境評定尺度の開発」については、体育館の総合評価（ス

ポーツ施設としての総合的な良しあしの評価）を使いやすさ、快適性、安全性を考え併せ

て7段階で評定させたものと、総合評価を規定する要因24項目（施設の構成要素）を重回

帰分析で検討したものである。24項目を採用した場合と因子分析による6因子を採用した

場合との比較において、24項目で総合評価をかなり正確に予測できるという報告であった。

ただシャワー室や音響、換気などがマイナスとしてでているのはどう考えればいいか。ま

た、評価基準が使いやすさ、快適性、安全性を考えあわせて評価するものであるが、心理

学的研究に位置づけるならば、それらに加えて外観性などを各観点で評価するのはどうかc

演題番号033PO8～033PO1 鶴原清志（三重大学）

｢大学運動部員にかかわる､ノーシャル・サポートの検討(1)－運動部活動における適応感

との関連から－.」桂和仁（武蔵丘短期大学）

｢大学連動部員にかかわるソーシャル・サポートの検討2)一バーンアウトとの関連か

ら－」土屋裕睦（筑波大学）
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｢ドロップアウト時期を規定する心理的要因」筒井清次郎（愛知教育大学）

｢青少年期におけるスポーツキャリアパターンを規定する心理的要因」

杉山哲司（山梨美和短期大学）

本セッションでは、4演題が発表されたが、内容的には2つに分けられるものであった。

1つは、大学運動部員にかかわるソーシャルサポートに関して、サポートを受けた部員が

どのように認知しているかという観点に重点を置き、適応感とバーンアウトから検討した

ものであった。もう1つは青少年のスポーツ参加に関する心理的要因として、結果予測、
運動に関する有能感、勝敗に関する態度をとりあげ、ドロップアウl､とスポーツのキャリ
アパターンの側面から検討したものであった。

学会最終日の最後のセッションにもかかわらず、比較的多数の参加があり、有意義なセ
ッションであったと思われる。質問の時間は、4つの演題終了後にまとめて行うように配

分されていたため、発表後にそれぞれの演題に対して、まず、発表順に質問を受け付ける
形式で行い、その後に自由に質問を受け付けた。

前者の発表に対しては、研究で用いた質問紙に関して、それぞれの質問紙の内容の関連
性に関すること、ソーシャルサポートの送り手の1つである指導者の性差に関する質問が
あったc後者の発表に対しては、質問紙の得点化の方法、キャリアパターンの分類に関す
るもの、結果予測の予測性に関する質問があった。しかし、この中のいくつかの質問は座
長からの質問であり、また、発表に対しての今後の方向性という観点からの意見が見られ
なかったことが少々 残念であった。

質疑応答に関して、1つのセッションをまとめてしまうと、どうしても特定の発表に片一
寄ることがあり、均等にと考えると座長の質問が多くなってしまうことになる。今回のよ
うに内容的に2つに分かれられる場合は、内容ごとに質問時間を設定しても良いのではな
いかと思われた。また、十分に論議をしようとする場合、やはり時間の制約があるので、
ポスター発表の形式を導入することも必要であると思われた。
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5．大会参加感想

第45回日本体育学会山形大会に参加して

渡植理保(I岐阜県スポーツ振興事業団）

東京から311f間なら乗ってみようかな…そんな気持ちで山形新幹線に乗り、10月3日山

形へ向かいました。福島までは快調にとばしていた「つばさ」でしたが、福島から先はち

ょっとスピードダウン。特急と変わらなくなっちゃいましたが、踏切のある新幹線ですか

らそれはしかたがないことでした。9月末の台風に負けることもなく、しっかり枝につい

ていたまだ少し青さの残る林檎をぼんやり眺めていると、もうそこは山形でした。学会前

日に開催された体育心理専門分科会プレセミナーに参加するため、駅から急いで山形大学

に向かいました。他の分科会はプレセミナーなんかないんだろうな～と思うと、私が主催

したわけでもないのに、ちょっと得意な気分になっていて、自然と早足になっていましたc

ところが、キャンパスは学会の準備もほぼ終わっていて、思いのほかひっそりしていまし

た。方向音痴なうえに周りに誰もいなかったので、セミナー会場に辿り着くまで「本当に

ここでいいのかな～」とすっかり不安になってしまいました。

プレセミナーは、堅苦しい感じはなくて、発表して下さっている先生方にはいつでも気

軽に質問ができるような、アットホームと言うか、どこかのゼミで先生から話しを聞いて

いるようなそんな雰囲気だったように思います。特に中込先生は、本当なら難しい内容で

あろう博士論文を、分かりやすく、面白くアレンジして話して下さいました。プレセミナ

ーがもうそろそろ終わろうとしている頃、ふと後ろを向くと、始まった頃はパラパラ開い

ていた席がほとんどうまっていました。何となく嬉しい気持ちがしたのを今でも憶えてい

ます。

私は10月5日の夕方に臨床スポーツ心理研究会に参加しました。スポーツ心理、カウン

セリングを現場で生かそうとしている先生方や、実際に選手の人達と接している先生方40

人ほどが参加され、非常に有意義な情報交換ができたと思っています。私が知っている限

りでは、同じ日に運動学習研究会も開催されましたし、その他にも学会期間中自主的研究

集会がいくつも行われていたことと思います。日本体育学会のことを「同窓会」と言った

人がいましたが、このような研究会に参加させていただいて、同じ興味を持つ人達がこれ

からもどんどん集まってきて、新しい「窓」を作っていけたらいいなあ…･と思います。

山形のラ・フランスを食べたかったのですが、9月末の台風で多くが落ちてしまい、こ

れから出荷されるものは値が上がるだろうと聞きました。岐阜の店頭にも先日ならんでい
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ました。山形に行っていなければ、ラ・フランスとは気づかずに洋なしだと思って素通り

していたでしょう（今でもラ・フランスと書いてなければ見分けはつきませんが…)｡学

会に行くと何かしら刺激を受けることができ、終わってからの数日間はとても意欲が高ま

ります。この意欲をぜひ来年の学会まで持続させたいものだとつくづく思いながらこの原

稿を書かせていただきました。来年の学会を楽しみにしています。
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Ⅲ日本体育学会第46回大会および関連学会の案内

1．日本体育学会第46回大会

平成7年度の日本体育学会第46回大会は下記のとおり群馬大学で開催されます。体育

心理学専門分科会としてもプレ・セミナー、懇親会、キーノート．レクチャー、シンポ

ジウムと多彩な行事を組んでおりますのでご連絡致します。

日ll#:、|え成7年10月3日（火）・4日（水）・5日（木)･6日（金）

場所：群馬県民会館（メイン会場）

体育心理学専門分科会関係

プレ・セミナー10月3日(火）会場前橋商工会議所竹の間

15:00北欧・北米における体育心理学の動向

北米について司会・演者磯貝浩久（九州工業大学）

北 欧に つい て演 者佐藤雅幸（専修大学）

15:40運動とメンタルヘルス 司会滝省治（甲子園大学）

A型行動パターンは運動によって変えられるか？」

演者竹中晃二（岡山大学）

「ダンスセラピーと表現療法」演者平井タカネ（奈良女子大学）

16:40メンタルトレーニング実習司会米川直樹（三重大学）

「気功を中心として」講師豊田一成（滋賀大学）

18:00懇親会（別紙参照）会場前橋商工会議所3階第1委員会室

1日目10月4日(水）

9:00-15:00…--股発表

2日目10月5日（木）

キーノー|、．レクチャー（9：00－9：45）

テーマ「認知とパフォーマンスにおける潜在学習の影響」

司会森司郎（東京学芸大学）

演者村越真（静岡大学）

シンポジウム(9:50-11:45)

テーマ「新しい身体運動研究の視点一生態学的アプローチ」

司会調枝孝治（広島大学）
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演題佐々木正人（東京大学）

山本裕二（名古屋大学）

総会(11:45-12:30)

3日目10月6日(金）

9:00-12:00一般発表

｢状況的認知理論とアフォーダンス」

｢視覚性運動制御について」

プレ・セミナー要旨

北欧・北米における体育心理学の動向

北米について

磯貝浩久（九州工業大学）

本プレ・セミナーでは、北米スポーツ心理学会(NASPSPA)、米国応用スポーツ心理学

会(AAASP)での発表テーマ、及びJournalofSport&ExercisePsychology,Journalof

AppliedSportPsychology,TheSportPsychologist等の研究雑誌での最近の研究内容を

手がかりに北米における体育心理学の現状を探ってみたい。

また、北米のスポーツ心理学の動向として、PsychologyとMotorControlandLearning

の区別、応用スポーツ心理学の繁栄、ExercisePsychologyへの注目等があげられるが、

ここでは研究のトレンドの流れを中心に研究動向についてみていきたい。

今後の研究動向を探るため、スポーツ心理学の各研究領域で著名な研究者の将来の研究
に向けての提言を紹介したいと考える。

北欧について

佐藤雅幸（専修大学）

1994年のスウェーデンスポーツ界は、リレハンメル．オリンピックアイスホッケーにお

いて金メダルを獲得、ワールドカップサッカー3位、デビスカップテニス準決勝において、

P・サンプラス率いる強敵アメリカから大逆転勝ちをおさめ、決勝ではロシアを破り優勝と

いうように活気に溢れるものであった。さらに最近ではゴルフ界でもスウェーデン旋風を

巻き起こしているようである。なぜスウェーデン選手は強いのか？興味あるところである。

私は専修大学長期在外研究員として、ストックホルム体育大学・カロリンスカ研究所で
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研究を行うことができた。さらにオレブロ大学で開催された、スウェーデン国内のメンタ

ルトレーニング学会に参加することができた。「アトランタ・長野オリンピックに向けて」

と題されたこの学会は現場のコーチと研究者がともに考え情報を交換する場として有効に

活用されていた。今世lはスウェーデンでの在外研究をとおして知り得たスポーツ事情およ

び体育心理学の動向について話題を提供する。

運動とメンタルハウス

A型行動パターンは運動によって変えられるか？

竹中晃二（岡山大学）

A型行動パターン(TABP)は、心臓外科医FriedmanとRosenman(1974)によって紹介さ

れた虚|Ⅲ性心疾患の進行に関わる心理的椎成概念である。TABPは通常、攻撃性、明白な競

争心、ll寺間切迫の慢性的感覚、焦燥感、短気、敵意などで特徴付けられ、虚血性心疾患と

の関連で議論されてきた。

TABPと運動の関係を語る時、私達は、相反する2つのイメージを持ってしまう｡lつの

イメージは、TABP傾|可の強い中高年者が、競争や記録にこだわりすぎるあまり、前へ前へ

と前のめりで倒れていく時の苦痛にゆがんだ顔である。もう一つのイメージは、運動によ

ってTABPが弱まり、しかも心疾患予防に役だっているニコニコ顔のジョガーである。

本セミナーでは、運動がTABP変容に効果的か否かを、過去の文献、またここ3年間行っ

てきた生理心理学的実験（縦断的研究、横断的研究、主観的運動強度から見た研究）の結

果から考察してみたい。

ダンスセラビーと表現療法

平井タカネ（奈良女子大学）

アメリカを中心として、リズム運動やダンスなどの身体運動が精神療法として注目され、

実践されるようになって約50年になる。近年これらの理論や技法などが紹介される中で、

日本でも関心が高まり、教育の現場や精神科などでも実践の試みがなされ、成果の報告も

みられるようになってきた。

リズムやダンスの特性としては、内面と関わる表現性、繰り返されるリズムに伴う連動
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快（機能快）とカタルシス作用、非言語的であるがより直接的な交流などがあげられる。

私もこの数年、精神科などでグループや個人を対象として治療的視点から実践を試みて

いる。今回は、これらの事例をもとに、身体表現運動の精神療法としての機能と効果につ

いて報告したいと思う。

メンタルトレーニング実習

気功を中心として

磐田一・成（滋賀大学）

従来のメンタルトレーニングは、いわば精神統一的観点に立脚して推進されてきた。こ

れは、デカルト以来の西洋哲学に拠点をおいた心身二元論の立場である．これらの効果は

それなりに評価しなければならない。一方、人間の行動が観念にとられているとするなら

ば、東洋思想に拠点をおく心身一元論的観点からのメンタルトレーニングが考えられる。

つまり、精神の統一ではなく心身の統一をめざす手法である。これに精通すれば人間が

潜在的に有する能力まで引き出すことが可能であろう。この潜在的能力の発現に貢献する

のが「気」であると考えられる。そこでスポーツのメンタルトレーニングに効果的である

と考えられる「気功』に焦点をあわせて実習をまじえながら考察したい。
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キーノート・レクチャー要旨

潜在学習(implicitlearning)と運動学習

村越真（静岡大学教育学部）

はじめに

熟練者は豊かな知識と技能を持っている。その多くは実践の経験の中で獲得したもので

あるが、これはしばしば明確に言語化できない。人工知能の分野でエキスパートシステム

が行き詰まったのも、熟練者が優れたパフォーマンスの背景にある知識を明示化できなか

ったからである。文法や頻度情報の潜在的学習の研究が、言語化できる知識と言語化でき

ない知識の区別に関する実験的な証拠を蓄積している。

潜在学習とは

典型的な実験パラダイムは次のようなものである。学習段階では、被験者に何らかの規

則のもとに作られた複数の刺激が呈示される（例えば、文字Aの次にはXかCが来て、X

の次にはBまたはZがくるというようなもの）が、規則の存在は被験者には知らされてい

ない。テスト段階になってこの規則が知らされ、新たに呈示された項目を規則への一致不

一致によって分数することが求められる。被験者は項目を正しく分類できるにも関わらず、

規則について明示的に言及することはできない。テスト段階では、明示的に規則性の判断

を問うのではなく、選好その他の判断を求めることもある。この場合は、規則情報による

判断の偏りが見られることが潜在学習の証拠とされている。

近年このような非方lll各的な学習現象が多岐に亘って報告されている(Johnson&Hashrer,

1987)。刺激の構造抽出や規則を意識しなくても学習は可能であり、時には規則があるこ

とを明示した方が学習が阻害されることすらある。またその知識は言語化することなく利

用できる｡非方略的モードは、環境の中にある複雑な刺激間の関係を学習する時には効果

的である。なぜなら、方略的な学習モードは、複雑な環境下では、誤った注意が生起しや

すいからである〔，

運動学習に関する研究事例

Holyoak&Spellman(1993)によれば、潜在学習は、環境にある特性相関が、それを示

す刺激提示により、学習意識なく学習され、それによって、完全に言語化できないものの、

課題解決を改善する。一般的な潜在学習パラダイムは運動学習の研究にも有用であると思

われる。なぜなら、

l)運動学習課題の多くは、複雑な環境下での適切な刺激の把握とそれに対応した行動と
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して考えることができる

2）運動学習は、事例（試行）から非方略的に学習したものである

3）学習完了後も、それを言語化した知識として報告できないことが多い

からである。

運動学習に関する興味深い研究を二つ報告したい｡第1は、モニター上でのポール捕捉

のシミュレーション課題である。この研究では、画面上方から曲がりながら落ちてくるボ

ールを画面下方で捕捉することが求められる。軌跡は画面中央付近である特徴を持つが、

その特徴によって、画面下方で右に極端に軌跡が流れるかどうかが確率的に決まっている。
その関係を学習し、また利用すれば捕捉はより容易になるはずであるが、規則を明示した

群の方が、学習成績が悪かったのである。捕捉のためのジョイスティックの動きの分析か

ら、明示群では前半の動きが少なく後半の動きが大きい。ずれという局所的な注意が、全

体としての正確な運動動作を阻害しているものと思われる。

もう一つの研究は、学習モードとプレッシャーへの耐性に関する研究である。一般にプ

レッシャーのもとで成績が低下するのは、自己の内部に注意が向い、課題を意識的に行お
うとするからである。明示的な知識を持っていない場合は、注意の向内化による課題成績
の低-Fは抑えられるはずである｡Masters(1992)の研究は、この仮説をゴルフのバッテ
ィングで検証した。顕在モードの学習では、パットについての言語化された知識を与え、
潜在モードでは干渉課題のもとに実際のパットをおこなわせた。ストレスや穫得された知
識のコントロールはおおむね成功していた。この結果、潜在学習では、初期の伸びは低い
が、ストレス導入下でのパフォーマンスは高かった。
結語：教育と運動学習研究への示唆

現代の教育の中では「考えなさい」とか「工夫しなさい」という意識的な知識の利用が
強調され、「直感」に頼ることはむしろ否定的に捉えられている。また認知心理学が主と
して対象としてきたのも、意識的な問題解決であった。スポーツを実践してきた我々 は少
なくとも経験上、意識できることだけが知識ではないことを知っている。実践の中で、無
意識のうちに人は多くのことを学習し、知識を得ることができるはずである。潜在学習の
研究がこうした疑問に実験的に答えつつある。
参考文献

l)Green,TD.,&Flowers,JH(1991).J.ofMoiorBehavior,23,293-300.
2)Johnson,MK.&Hasher,L.(1987)AImReMofPsy.,38,631-668.
3)Masters,RS.W.(1992).Brit.J・ofPsy.,83,343-358.
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シンポジウム要旨

運動制御の生態学的アプローチ

調枝孝治（広島大学総合科学部）

以下に問題‘没疋の理l.llを述べる．

過去、体行心理学専|''j分科会のシンポジウムでは、何度か運動学習の諸問題がシリーズ

でとりあげられた綿綿がある。しかし、その反動からここ数年は正面きって運動の制御や

学習の研究発峻を‘汁‘淡の対象にしてこなかった。

本来、ある研究領域が発嵯しているかどうかを見極めるには、その領域を支配している

研究パラダイム論争の成熟度に注意を払う必要がある。これまで、どちらかというと運動

制御と学習の領域における支配的パラダイム論争の成熟度は低いとされてきた。しかし、

最近の運動制御と学習に関する領域は少し事情が変わり、発展の速度には目を見張らせる

ものがある。

それは、この領域における研究成果の著しい発展を支えている支配的パラダイム論争が

活発なためである。その支配的パラダイム論争とは、運動システムアプローチ(MOVEMENT

SYSTEMSAPPROACH)と行為システムアプローチ(ACTIONSYSTEMSAPPROACH)(Meljer&

Roth,1988)と呼ばれている．また、同じ内容だが、両アプローチの背景となっている学

派や原理、それに分析対象となっている機構によって、以下の呼び方もされている。それ

らは、情報処理アブ･ローチ(INFORMATION-PROCESSINGAPPROACH)とダイナミカル・アプ

ローチ(DYNAMICALAPPOACII)、指示的アブ･ローチ(PRESCRIPTIVEAPPROACH)と創発的ア

プローチ(EMERGENTAl)PROACII)、それに認知的アブ｡ローチ(COGNITIVEAPPROACH)と生

態学的アプローチ(ECOLOGICALAPPROACH)などである。

今回のシンポジウムで、討・談対象として運動制御の生態学的アプローチをとりあげた理

由は、とくに若い会員の方々 からの要望が多かったことがあげられる。その要望の内容と

しては、これまで体育・スポーツの領域で見聞きする情報処理・認知的アプローチの運動
制御や学習のキーワード(CIosed-Loopfeedback,0penLoop,Motorprograms,Plan,

Schema,Image,Generalisedmotorprogram,Top-down,Representatlon,KR)に対して、

生態学的アプローチで用いられるキーワード(Perception-actioncoupling,Affordance,

Opticalflow,tau(て),VisualcontrolofMovement)は十分に理解されているとは思

えない。

そのため、これらのキーワードの理解と同時にキーワードを生み出した生態学的アプロ
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一チによる運動制御の研究成果を時間をかけて紹介してほしいというものであった。

それではということで、まずこの方面の研究をやっておられる会員さがしを始めたが、

いざ発表となると適任者がいないということになった。そこで、最適任者として、生態心

理学がご専門でしかも運動制御の研究に中心的な役割を発揮されておられる、佐々木正人

先生（東京大学）にお願いすることになった。

さらに、視覚性運動制御の問題に対して生態学的アプローチと情報処理的アブ。ローチか

ら、若手会員の中から山本裕二先生（名古屋大学）に登場願うことにした。

重ねて言うが、今回のシンポジウムの目的は、最近の運動制御や学習の研究発展に大き

な貢献を果している生態学的アプローチについての紹介と問題点にしぼって話をすすめる。

時間的余裕があれば、運動システムアプローチと行為システムアプローチの統合問題にも

関心を拡大すべきであろう。

運動制御と学習の支配的パラダイムの盛衰を経験した者にとっては、AかBかの2分極

化の観点は生産的ではない。しかし、「学説の衝突は災難ではないcそれは好機である。

A.N.ホワイトヘツド」という観点も忘れたくないものである。

参考文献：佐々 木先生があげられている文献は是非読んでみて下さい。

1)J.Jギブソン／古崎敬ほか訳「生態学的視覚論」サイエンス社1985.

2）佐々木正人・三嶋博之「エコロジカル・アプローチー協調とアフォーダンスー」

計測と制御，33,282-2881994.

3）特集「アフオーダンス」現代思想，22,11月号，1”4．

4）Meﾘer,OG､,＆Roth,K,(Eds.)ComplcxmovemeIlibehaviorfThcmolor-actlonconlro,'ersy.
Amsterdam:North-Holland,1988.

5)Summers,j.j(Ed)ApproachestothestudyofmotorcontrolaI1dleaming.Elsevicr:North-
Holland,1992.

スポーツの中心にあること

佐々木正人（東京大学教育学部）

有機体の行為の特徴

チャールズ・ダーウィンは死の前年に出版した『ミミズと土』（平凡社）

器官や、脳に相当する神経組織をもたないミミズの行為を詳細に観察した。

水性」と呼ばれる湿った皮膚の状態を維持するために葉による「穴ふさぎ」

は、近くに落ちている葉を利用する。その際には葉の「ふさぎ」の性質（細
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卜する）がよく選択される。このことは自然の葉だけではなく人工の葉（紙）でも確かめ

られた。葉がないときには小石や種をひろいあつめて穴の入り口をカゴのように覆う（日

本にいるミミズは穴ふさぎをしないらしいが）。ミミズの選択は非常に柔軟で環境の多様

性・変化に対応しているので、この行為が本能的にプログラムされたものでないことは明

らかであるｰまたダーウィンは慎重に観察して、この行為が試行錯誤の結果、つまり単純

な刺激一反応のlxl式で説明できる行為ではないことも確認している。観察されたことは

「ミミズが極々 の対象のふさぎやすさのようなことを知覚していた」といわざるをえない

事態であった《結Ajダーウィンは「ミミズは同様な環境での人間とほぼ同じようなやり方

で行動一する、つまりミミズにも「知能」があると述べた。生態心理学者のエドワード・

リードはダーウィンがこの著作で残したメッセージが「単純にみえる現象がじつは単純で

はない」ということにあるとしている。ダーウィンは死の直前まで19世紀に流行していた

「機械論的」な人間観に違和感を表明していた。彼はミミズの観察によって、「中枢のプ

ログラム」と「刺激一反応一評価」という流れによって因果的に制御されている「機械の

行為」と、喋境に存在する情報によって複雑に（つまり因果的には記述できない）調整さ

れている「有機体の行為lとがまったく異なる出来事であることを主張したのである。

スマッシュという調整

熟練した行為を「定型」とみなし、それとの環境の接点を、単純な刺激一応答の図式で

描く「タイミング操作仮説」に反証するためにブーツマら(Bootsma,etal.1990:JEP.

HPP,16.21-29)が検討したのは卓球選手の「打ち込み」である。国際レベルの選手に与え

られた課題は、相手コートから練習機が打ってくる4メートル／秒の速度のボールを、

25メートル離れている相手コートの直径55cmの円内に正確にかつ最大の速度で40回打ち

込むことであった。選手がどこでスマッシュを開始するかと、どこでラケットとボールが

衝突したかを、相手側と味方側のコートを分ける縁との距離で計測すると、スマッシュ開

始時の距離の標準偏差よりも、衝突時のそれがすべての選手で大きかった。どの選手でも

縁からの距離の平均値はスマッシュ開始時の方が衝突時よりも倍ちか<あるにもかかわら

ずである。またボールが選手により接近した位置でスマッシュが開始された場合には、選

手はより加速してスマッシュ動作を進行させることが示された。このことは、一旦開始さ

れた急速な動作が、その後も微妙に調整されていることを示している。その様子は一人の

選手の7回の試行でのラケットの方向の変化をプロットした下図によく示されているだろ

う。ラケットの角度・加速度はそれがポールと衝突するの直前（約60ミリ秒くらい）まで

持続して変化している。

この研究が明らかにしたことは、行為が知覚情報にたいして限りなく「柔軟」であると

いうことである。熟練したスポーツマンの行為は特定の刺激によってトリガーされる「定
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型」なのではなく、知覚情報、つまり環境の変化にたいして限りなく柔軟になるプロセス

の習得であることを示している。ダーウィンがミミズの行為に発見した複雑さを特徴とす

る「知能」がここにも発見できる。

コーチは何を語るべきか

ミミズの知覚と行為の調整に、卓球選手のラケットの動きに観察できることをリードは

「意識(awareness)」と呼んだ。私たちはこのレベルの知性のすべてを必ずしも自己意

識化(self-consciousness)できないcawarenessは暗黙である。いうまでもなく暗黙で

あるということはそれについて私たちが無知であるということを意味しない。この暗黙の

出来事を私たちの行為はたしかに「知っている」。このレベルで私たちの行為が探究して

いることは「知覚的知識（これがアフォーダンスである）」とでも呼べる環境の出来事で

ある。おそらくまともなスポーツのコーチや体育の教師が選手たちの行為に見ていること
はこの「知覚的知識と行為との調整しあい」という出来事であろう。
スポーツ競技者の世界には「捌き」という用語がある。「捌き」は辞書では「技芸など

をすっかり身につけて楽に扱う」ことと定義される。たとえば「I幅跳び_lの選手たちの間
では「踏切板をける時の音jは「捌き」の一つである。「スパンと頭からぬける音」、
「音のにぶくない人」は巧みなロング・ジャンパーであるという。これは'幅跳びの助走が

「加速しても空中での滞留時間が減少しない走り」であること。最終の飛び出しの局面で

も、この「足を地面にたたきつけるような走り」が維持されていることが、踏切板の見え
の変化に柔軟に同調するために重要であることを明らかにした実験研究の成果に一致して
いる。「音」はロング．ジャンパーの技能を凝縮している可能性がある。スポーツの世界
でいわれる「捌き」とは知覚的知識と行為との調整そのものであり、「捌き」についての

表現とはこの調整の中心にあることを表現したことである。スポーツという暗黙の課程の
中心にあることを理解するためには、まず、それ自体を調整として記述する必要があるo
そしてもし指導過程にことばが必要であるとするならばこの中心にあることを表現する

リ
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「わざの表現」である必要がある。

参考文献

l)佐々木(1994)アフォーダンス－新しい認知の理論．岩波科学ライブラリ12.

2）佐々木・三IIM3(1994)運動制御への生態学的アプローチ岩波講座認知科学4

「連動」,pp.2-28,岩波書店．

視覚性運動制御について

山本裕二（名握大難鵲勵罰学ｾﾝﾀー ）

視覚性運動制御とは

人間の連動行動は、畷境との相互作用のなかで生じる。環境からの情報を処理し、環境

に働きかける。こうした行動を連続的に繰り返しつつ、自らの行動の変化の結果として、

環境に対して目的となる変化を生じさせる。こうした環境とのインターフェイスとして重

要な役割を果たしているのが視覚であり、視覚情報に基づく運動制御を視覚性運動制御と

呼んでいるのであろう，したがってスポーツにおける運動行動は健常者の場合にはほとん

ど、この視覚性迎勁制間lを行っていることになる。また、日常生活においても多くの運動

はこうした視覚性運動制御のもとで遂行されていることになる。

従来の情報処理的アブ･ローチにおいては、感覚器での刺激の入力→中枢による処理→筋

・骨格系への出力という情報の流れを仮定し、特に表象に基づく運動プログラムの実行と

いう考え方をとってきた．つまり、刺激の種類によって運動プログラムが事前に決まり、

いくつかのフィードバックループによって修正されるものの、基本的にはその運動プログ

ラムに基づいて出力されるとしている。

これに対して、生態学的アプローチでは、運動系の協応構造が仮定され、多くの独立し

た下位システム協応によって連動は起こるので、単一の運動プログラムによってすべてを

制御しているのではないという立場をとる。情報処理的アプローチが筋や骨格系の運動の

ダイナミクスを考慮しなかった点に対する批判として提出された考え方といえる。さらに、

オプテイカルフローと呼ばれる、観察者の視覚にもたらす環境の変化に関する情報が、こ

うした運動のダイナミクスに重要な役割を果たしているとするものである。ここでは、運

動の結果によってもたらされる環境の変化が次の運動と密接に関連していることを示し、

断片的な刺激の時間的集合として環境をとらえるのではなく、連続的な情報の変化として

環境をとらえる点に情報処理的アプローチとの差異があると考えられる。
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Criticalviewingtime

情報処理的アプローチにおいて、視覚性運動制御に重要な役割を果たすと考えられてき

たのに'criticalv1ewingtime'がある。これは、視覚刺激を中枢で処理するのに必要な

時間を表し、特にスポーツにおける捕球動作や打球動作において「どの時間まで刺激が見

えていることが必要か？」という観点から研究されてきたものである。

視覚性運動情報で

特に物体が行為者に接近している場合に、オプテイカルフローから直接的に導き出され

る情報として示されたものが、視覚性運動情報のr(タウ）と呼ばれるものである。物体

の接近が眼の投影面に相似形で投影されることから、ある時点での物体との距離をその物

体の速度で割ったもので接触までの残り時間(time-to-contact)が特定できるというも
のである。このようにして得られたてを用いて様々 な運動の組織化がなされているとするc
問題提起

このように、スポーツ技能の中には、捕球や打球といった物体との接触が技能の中核に
なるものが数多くある。しかも、非常に高速な運動の中で巧みに制御されている事実があ
る。ここでは、実際のスポーツ技能の中の一致タイミング課題ともいえる打球動作につい
て、野球やソフトボールでのインコースとアウトコースのバッティング動作について、情
報処理的アプローチと生態学的アプローチから検討してみる。
生態学的アプローチは非常に魅力的な方法であるが、実際に検討してみると多くの疑問

がわくのも確かである。例えば、

。動作開始時のて(taumargmと呼んでいる）は動作が異なっても共通か？
。動作開始（運動の組織化？）をどうとらえるか？
。動作開始時の茜とcritica].vleWingtimeとの関係は？
。視覚一運動遅延とvlsualfeedbackの関係は？
・ては学習されるのか？

。学習されるとするとそれは表象にならないのか？
｡Arbibの協応制御プログラムとの相違点は？

などなどである。

ただ経験的には、「ボール感がよい」、「球技のセンスがよい」人というのが存在する
のも事実であり、こうした視覚|生運動制御から得られる知見に期待するところは大きい。
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2．各種関連学会の大会開催予定

本年およびIﾘj年開催される国内。国外の関連学会ならびに関連学会事務局一覧をお知

らせいたしますすでに終rした学会も掲赦しておりますが、平成8年度開催の参考に

してください、

国内関連学会開催一覧（1995年3月～1995年11月）

学会名

日本発進心蝿学会

日本生理心卵学会'‘挨術大会

日本基礎心理学会

日本カウンセリング'‘)当2会

日本バイオフィードバック学会総会

日本応月j心理学会

日本社会心理学会

日本教育心理学会

日本体育学会

日本心理臨床学会

日本心理学会

日本ストレス学胃会'学術総会

日本臨床心理学:会

日本健康心理学会

日本健康科学杉会

日本スポーヅ心理学会

日本グループダイナミックス学会

大会

第6回大会

第13回大会

第14回大会

第28回大会

第23回大会

策62回大会

第36回大会

第37回大会

第45回大会

第1《1回大会

第39回大会

第11回大会

第31回大会

第8回大会

"11回大会

第22回大会

第43回大会

期日

328(火)～3/30(木）

5/18(木)～5/19(金）

526(金)～5/27(土）

5'28(日)～5/29(月）

6'.17(土)～6/18(日）

9／8(金)～9／9(土）

9/23(土)～9/24(日）

9/28(木)～9/30(土）

10/3(火)～10/6(金）

10/8(8)～10/10(火）

10/11(水)～10/13(金）

10/27(金)～10/28(土）

10,27(金)～10/28(土）

ll/5(日)～l1/6(月）

11/l1(土)～1l/12(日）

11/20(月)～11/21(火）

11/25(土)～1l/26(日）

会場

同志社大学

佐賀県女性センター

東京都立大学

筑波大学

福井大学

共立女子大学

成城大学

茨城大学水戸キャンパス

群馬県民会館

九州大学教育学部

沖縄コンベンションセンター

砂防会館

宮城県心身障害福祉センター

東京家政大学狭山校舎

日本大学医学部舎記念講堂

学習院大学念講堂

学習院大学

国際関連学会開催一覧（1995年5月～1996年8月）

May22-26,1995,NORWAY

10thinternationaISymposiumonAdaptedPhysicalActivity(10thISAPA)

June15-18,1995,CalifOmia,USA

NorthAmericanSocietyforthePychologyofSportandPhysicaIActivity(NASP

SPA)

June22-24,199&CoIoradoSprm9s,Colorado,USA

UnitedStatesOlymPicAcademy
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Criticaiviewingtime

情報処理的アプローチにおいて、視覚性運動制御に重要な役割を果たすと考えられてき

たのに'criticalviewingtime'がある。これは、視覚刺激を中枢で処理するのに必要な

時間を表し、特にスポーツにおける捕球動作や打球動作において「どの時間まで刺激が見

えていることが必要か？」という観点から研究されてきたものであるc

視覚性運動情報T

特に物体が行為者に接近している場合に、オプティカルフローから直接的に導き州され

る情報として示されたものが、視覚性運動情報のて（タウ）と呼ばれるものである。物体

の接近が眼の投影面に相似形で投影されることから、ある時点での物体との距離をその物

体の速度で割ったもので接触までの残り時間(time-to-contact)が特定できるというも

のである。このようにして得られたてを用いて様々な運動の組織化がなされているとするc

問題提起

このように、スポーツ技能の中には、捕球や打球といった物体との接触が技能の中核に

なるものが数多くある。しかも、非常に高速な運動の中で巧みに制御されている事実があ

る。ここでは、実際のスポーツ技能の中の一致タイミング課題ともいえる打球動作につい

て、野球やソフトボールでのインコースとアウトコースのバッティング動作について、情

報処理的アプローチと生態学的アブ。ローチから検討してみる。

生態学的アプローチは非常に魅力的な方法であるが、実際に検討してみると多くの疑問

がわくのも確かである。例えば、

。動作開始時のて(taumarglnと呼んでいる）は動作が異なっても共通か？

。動作開始（運動の組織化？）をどうとらえるか？

。動作開始時のrとcrltlcalvlewlngtimeとの関係は？

。視覚一運動遅延とvlsualfeedbackの関係は？

。では学習されるのか？

、学習されるとするとそれは表象にならないのか？

｡Arblbの協応制御プログラムとの相違点は？

などなどであるc

ただ経験的には、「ボール感がよい」、「球技のセンスがよい」人というのが存在する
のも事実であり、こうした視覚性運動制御から得られる知見に期待するところは大きい。
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2．各種関連学会の大会開催予定

本年および明年|刑雌される|理I内・'到外の関連学会ならびに関連学会事務局一覧をお知

らせいたしますすでに終j"した学会も掲戦しておりますが、平成8年度開催の参考に

してください

国内関連学会開催一覧（1995年3月～1995年11月）

学会名 大会 期日 会場

日本発達心理'鬮擬全

日本生理心埋学会'.jを術大会

日本基礎心理学全

日本カウンセリング'‘;ど曾全

日本ﾉ了イオフィードバック'γg全総会

日本応用心理学会

日本社会心理学会

日本教育心理学会

日本体育学会

日本心理臨床学会

日本心理学会

日本ストレスfl強公学術総会

日本臨床心理学会

日本健康心理学会

日本健康科学準会

日本スポーツ,心理学会

日本グループダイナミックス学会

第6回大会

第13回大会

難1.1回大会

流28回大会

第23回大会

鋪62回大会

第36回大会

第37回大会

第45回大会

"14回大会

弟59回大会

"111ul大会

第31回大会

第8回大会

第11回大会

第22回大会

第43回大会

328(火)～3/30(木）

5'18(木)～5/19(金）

526(金)～5/27(土）

528（日）～5/29(月）

6#17(土)～6/18(B)

9／8(金)～9／9(土）

9．/23(土)～9/24（日）

9/28(木)～9/30(土）

10'3(火)～10/6(金）

10'8(日)～10/10(火）

10/11(水)～10/13(金）

10,27(金)～10/28(土）

10,27(金)～10/28(土）

11/5(日)～l1/6(月）

11/11(土)～11/12(日）

11/20(月)～11/21(火）

11/25(土)～11/26(日）

同志社大学

佐賀県女性センター

東京都立大学

筑波大学

福井大学

共立女子大学

成城大学

茨城大学水戸キャンパス

群馬県民会館

九州大学教育学部

沖縄コンベンションセンター

砂防会館

宮城県心身障害福祉センター

東京家政大学狭山校舎

日本大学医学部舎記念講堂

学習院大学念講堂

学習院大学

国際関連学会開催一覧（1995年5月～1996年8月）

May22-26,1995,NORWAY

10thinternationaiSymposiumonAdaptedPhysicaIActivity(10thISAPA)
June15-18,1995,CalifOmia,USA

NorthAmericanSocietyforthePychologyofSportandPhysicaIActIvity(NASP

SPA)

June22-24，1995、ColoradoSprings,Colorado，USA

UnitedStatesOlympicAcademy
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June26-30,1995,ISRAEL

Thel995AIESEPWorldCongress

July4-9,1995,Bmssels,BELGmM

9thEuropeanCongressonSportPsychology

July9-13,1995,Melboume,AUSTRALIA

7thinternationalCngressonReversaITheory

July9-14,1995,Marseine,FRANCE

8thinternationalConferenceonPerceptionandAction

July9-16,1995,GamesviUe,FIorida,USA

1995WorldCongressforHealth,PhysicalEducation,Recreation,SportandDance

(ICHPERSD)

August1-3,1995,Goteborg,SWEDEN

InternationalCongressonSportsMedicineandSosiaiScienceinAthleics

Augustll-15,1995,NewYork,USA

AmercanPsychologicalAssociation(APA),Division47(ExerciseandSportPsy-

chology)

Augusl24-26,1995,Fukuoka,JAPAN

FISU/CESUConference,Universiade'95Fukuoka

Septemberl6-22,1995,Atlanta,Georgia,USA

ThirdIOCWorldCon9ressonSportScience

September27-Octoberl,1995,NewOrleans,Louisiana,USA

AssociationfortheAdvancementofAppliedSportPsychology(AAASIP)

October17-21,1995,China

NoticeoftheinternationalCongressofResearchonPhysigueandPhysicalFitness

October25-29,1995,Milwaukee,WI,USA

AmericanSchoolHealthAssociationAnnualConference

JulylO-14,1996,Dallas,Taxas,USA

Thel996InternationalPre-01ymPicScientificCongress

Julyl4-18,1996,Memphis,Temessee,USA

AnlnternationalConferenceonOvertraininginSport

Augustl6-20,1996,Moutreal,Quebec,CANADA

26thlntemationalCon9ressofPsychology
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Ⅳ‐地区別研究会活動

1．関東地区

「臨床スポーツ心理研究会」の紹介

本研究会が発足したのは、富山大学で体育学会(1991)が行われた11寺でしたc

「体育やスポーツ場面の臨床的問題を口頭で研究発表するには、12分という時間では

あまりにも短かすぎる｡l演題についてもっとじっくりフロアーと意見の交換をしてみ

たい」といった一部の欲求不満が底の方で引きずっていたように思います。また、他の

研究領域でも同様なことが言えるわけですが、「本当に興味・関心を同じくする者たち

だけの研修の場を増やしたい」といった願いが、臨床に係わる人には強かったように感

じています。

太田先生（現．武蔵丘短期大学）が順天堂大学におられた10数年以上も前から、「臨

床に関心を持っている者たちの集まりを持ちましょう。もっと、梱，’をみることの大切

さを訴えましょう」と、お会いするたびに言われていたことを思いだします。

やっと重い腰を上げたのが、上述した富山の体育学会開催の時でしたcとりあえず星

野（順天堂大学）と中込（筑波大学）が発起人になり、分科会の会場で呼びかけたのが

4年前、以後、学会開催中日を中心に研究会を継続してきました。毎回、2減題（各1

時間半）の発表．討議を行っています。厳密な区別は難しいのですが、発表していただ

いている内容は、「スポーツ選手へのカウンセリング」「メンタルトレーニング」「ス

ポーツセラピー」といった3つの側面のいずれかです。共通していることは、事例報告

であるということです。

研究会で取り上げた話題を中心に、これまでの歩みを紹介いたします。

第1回（富山大学）

51名の方にお集まりいただき、研究会の発足をいたしました。発起人から主旨を説

明した後、自己紹介、今後の会の運営等についてそれぞれの立場から自由に意見を出

し合っていただきました。その中で、次のような方向が出されました。

。会の名称は「臨床スポーツ心理研究会」とする。

。事務局は筑波大学・中込が担当する。

。事例報告を行う。

その他、会員の中から、「現場での問題に対応するためには臨床が必要」「実質的

な効力のある集まりにしたい」「”なぜ”よりも《(どうするか”に関心を多くおきた

い」「個をじっくり検討したい」「臨床を狭くとらえず、健康レベルの問題も扱って

欲しい」「情報交換を積極的に行いたい」、などの意見が出されましたo
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第2回（大要女子大学）

「過食症学ﾉI:に対するトレーニング指導の試み」道向良・長尾博

「某実業I､tlソフトテニス選手へのメンタルトレーニングを振り返って」

鈴木壯・中込四郎

第3回（大阪･l111倍乃荘）

「スポーツ逸-rの姿勢改善による心理的変容」飯島正博・星野公夫

（コメンテーター：中島登代子）

r大挙迎動選手を対象としたメンタルトレーニング講習会の試み」

中込四郎・土屋裕睦・高橋幸治・高野聰

（コメンテーター：鈴木壯）

第4回(II1形ﾘ!4災会館）

「ll皮阜スポーツ科学トレーニングセンター－身近なスポーツ心理を目指して一」

渡植理保

（コメンテーター：岸順治）

『クラブの継統に悩むソフトボール選手の事例」 鈴木壯

（コメンテーター；中島登代子）

以上のような報併がこれまでなされてきました。開催大学の関係の方には、毎回、会

場の準備をしていただき感謝いたしております。紙面の都合から、個々の事例紹介の概

要ならびに討離については省I略させていただきました。いずれも、予定されている時間

が足りなくなるほどの充実した時をもてたと実感するのは、筆者だけではないと思いま

す。

現在、燈録されている会員数は89人であり、研究会には毎回50名前後の方の集まりを

いただいております，会の規模の大きくなることは喜ばしいことである半面、何かと課

題も増えるようです。現在まで、研究会は学会開催時の年1回行われているだけですが、

さらに別の機会を希望する意見も出されています。今後､.会員の皆さんと本研究会の歩

むべき方向をしっかりと考えねばならない時がきているように思われます。

（文責：星野・中込）

2．関西地区（1）

体育心理学例会（平成6年度）

第1回目（平成5年12月10日（金）以和貴荘参加者:20名）

「身体活動の心身機能に及ぼす影響について－体育実技とジョギングー」

滝
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第2回目（平成6年3月11日（金）近大会館参加者:8名）

「大学体育におけるボディ・ワークの展開」津田忠雄

第3回目（平成6年5月13日（金）近大会館参加者:17名）

「北米スポーツ心理学研究の動向」高妻容一

第4回目（平成6年7月1日（金）近大会館参加者:19名）

「女子学生の心理療法の事例一夢と箱庭に見られるイメージと体育実技の意味一」

中島登代子

第5回目（平成6年9月16日（金）近大会館参加者:13名）

「黙想の生理心理学検討一一流選手の脳波より－」荒木雅信

第6回目（平成6年12月9日（金）近大会館参加者:13名）

「スポーツビジョントレーニングの検討」吉井泉

事務局本年4月から近大へ引き継ぎ予定です。

〒651-13宝塚市紅葉ケ丘10-1甲子園大学経営情報学部滝省治

TEL:0797-87-5111内404FAル0797-87-5666

3．関西地区(2)

メンタルトレーニング・応用スポーツ心理学研究会

この研究会は、メンタルトレーニングをはじめとする応用的なスポーツ心理学のテク

ニックなどを現場で指導するコーチ、またそれを活用する選手に紹介したり、理解して

もらうと同時に現場からの要求や声を研究者にも聞いてもらうような情報の交換の場を

もうけることであった。現在、日本で盛んに行われている学会．研究会の多くが大学に

席をおく研究者の参加を中心としたものである。そのために現場のコーチや選手の要望

そして情報などが、研究者の研究内容や目的とかなりのギャップがあるように感じられ

る。そこでスポーツ心理学の研究やテクニックなどをどの様に紹介すれば、コーチや選

手は喜ぶのか？また現場の声をどのように研究にいかしていくのか？などの情報交換を

実践してみた。特に、この研究会は、国際メンタルトレーニング学会や北米応用スポー

ツ心理学会のワークシヨツプなどを参考に、より具体的で応用できる情報やテクニック

の討論の場として設定してみた。

研究会の内容

平成6年の7月に第1回研究会を開催し、研究者．コーチ．選手などのスポーツ関係

者に参加を呼びかけた。最初に参加者の期待、参加の目的、希望などに関するアンケー

トに答えてもらい、いろいろな情報を収集した。たとえば、コーチの立場なら何を期待

しているのか？選手なら・研究者なら参加することで何を得てどう活用したいのか？な
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■

どであった‘：次に、メンタル'､レーニングとはどのようなものか？の紹介、また実践し

ている選手やコーチはどう感じているのかなどを話してもらい、参加者からの質問や討

論へと進んでいった

その後、征月この研究会を開催し、研究会の運営方法などについても試行錯誤を繰り

返したご毎Filのアンケートにより、参加者の希望などを優先してひとつのパターンがで

きあがっていった．

①挨拶

②前回の報告・今ILilの予定

③参加者の脚己紹介

④メンタルトレーニングセミナー（講習会）

、リラクゼーションの実践

・世界で使われているテクニックの紹介

・高妻氏のプログラム紹介

・毎'面'、’､ピックスを決めてプログラムやテクニックの紹介・体験など

⑤セミナーの内容に対しての質問などの討論

⑥特別ケストの話・ビデオ・参加者の要望したトピックスについて

⑦それについての討論

⑧次回の予定・アンケー'､の書き込みなど

⑨研究会後の情報交換を目的とした懇親会

研究者への呼びかけ

昨年のスポーツ心理学会では、事務局の許可を得て、スポーツ心理学者用のメンタル

トレーニング・応州スポーツ心理学研究会を提案した｡2日目の昼休みに興味のある研

究者たちが集まり、今後どのように実施していくかなどについて話をした。スポーツ心

理学会等で研究者やスポーツ心理学者といわれる人達が、コーチや選手にメンタルトレ

ーニングをはじめとするスポーツ心理学のテクニックなどをどう具体的に指導するのか？

というデモンストレーション･ワークショップか研究会などを討論した。学会のスケジ

ュールの都合もあるので、ワークショップの中で実施してはどうかというアドバイスを

事務局からいただいたcまた関西地区体育心理専門分科会の例会などでの呼びかけなど

も実施したく；

参加者

平成7年5月までの12回で参加者の延べ人数は、三百人以上となった。全出席の参加

者はあまり多くなかったが、毎回新しい人が参加していた。参加者の多くは、選手、大

学や高校のクラブや監督・コーチ、実業団のスポーツチームのコーチ、高校体育教師、
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大学に席をおく研究者、博士・修士課程の大学院生、一般学生、クラブのマネージャー、

企業の関係者、栄養や選手の治療などに関わっている人々であった。最初の目的は、監

督・コーチの参加を中心にコーチが選手にどうメンタルトレーニングなどを指導するの

か？というものであったが、いろいろな理由でコーチの連続した参加が少なかった。し

かし、回を重ねる毎に選手の参加が増え、セミナーを強く希望するようになった。中に

は監督・コーチ・選手が共に参加し、チームに特別に指導して欲しいと申し出た大学の

クラブもあった。参加者からのセミナーに対する要望が多かったため、10回（毎月1回）

でひとつのメンタルトレーニング・プログラムのセミナーを続けていった。中には関西

地区のみならず、泊まり掛けで来た名古屋、山梨、福岡、長崎からの参加者もあった。

ある名古屋からの参加者のひとりは10回全出席であり、もうひとりは7～8回の出席で

あった。

問題点と今後への期待

毎月1回、金曜日の6：00～8：30という時間帯で、東大阪市の近畿大学で開催した。

参加者の希望は毎月が適当という意見が多かったために毎月開催したが、連続して10ILJ

参加できた人は少なかった。曜日として金曜日を設定したため土・日の試合などのため

に参加できなかった人も多かった。可能ならばコーチを中心として研究会を発展させた

かったのだが、選手の参加が多くなりセミナーを中心にして欲しいという要望が多くな

っていった。選手はコーチや研究者などとの討論ができて良かったという意見が多いの

に対して、コーチは言いにくい事もあるなど違和感を感じた人もいたようである。この

ようにコーチや選手が互いの意見を出して討論した経験が少ないためかとまどいもあっ

たようである。この研究会の特徴としてコーチ．選手・研究者などの同時参加と討論を

期待していた。しかし、若い高校のコーチや大学生選手がほとんどで、年輩のコーチや

研究者は少なかった。

またコーチや選手にセミナーで実施したテクニックを自分の指導するチームや選手が

自分自身で応用・活用してそのデータ、効果、感想などを持ち寄り、そのことについて

の討論に時間を費やしたかったのだがうまくいかなかった。この研究会の存在があまり

多くの人に伝わらず、口コミが多くなってしまったことなどいろいろな反省点と考え直

さなくてはいけない点が出てきた。特に残念だったのはスポーツ心理学を専門とする研

究者があまり興味を示してくれなかったことである。

今後は、これらの反省点をもとに、より興味のもてる研究会にしていく必要があると

感じたし、地道に続けていくことで新しい展開を見つけられるかもしれないと感じてい

る。最近は、高い代金を取って講習会を開いている企業が増えてきたc米国でも同じ問

題が何年も前に起こり、スポーツ心理学者やスポーツ心理コンサルタントのライセンス

。
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「

’

制度ができたいきさつがあるまたメンタルトレーナーの養成や講習会などの発展的な

方向にわれわれスポーツ心即学を研究している者が動く必要性が出てきていると考えら

れる。今後はII本でも米IEIと何じょうにメンタルトレーニングやスポーツ心理学がビジ

ネスに組み込まれ広まることはまちがいないであろうc5月にカナダで開催された国際

メンタルトレーニング学会でも、ビジネスとしてメンタルトレーニングを指導している

人の方が研究門-より多かった．揺突がある。

最後に、この研究会参加荷･の要望もあり、今後も毎月1回のペースで開催し、4月よ

り曜日を水I雁｢lに変史して(だ施している。またメンタルトレーニングのセミナー・講習

会の方も途中から参加した人が多くなってきたため最初からもう一度始めることにし、

より現場での効果があがるように教科悪（プログラム）、セミナー用の書き込み用紙、

コーチの指導日誌・選手の練習H誌のサンプルや書き込み用紙、そしてデータベース作

成用の書き込み川紙やフロッピーまで用意したc今年度はいろいろな特別ゲストを招待

してもつと!|}身のある研究会にしたいと考えている。

（文責：高妻容一）

4． 九州地区

第8回九州スポーツ心理学会

第8回大会からノし州人'､j4:のg擬務局を引き継ぎ福岡大学が当番大学となりました。みなさ

んよろしくお願いいたします

第8回九州スポーツ心理学会は「健康・競技へのスポーツ心理学の貢献」というテーマ

で平成7年3月20日～21日の21.1間、福岡大学セミナーハウスにおいて参加人数40名で開

催されました,、

第8回大会の新しい企画としては、健康スポーツ心理学部門を設けたことや、メンタル

・トレーニングのデモンストレーションなどを行った点です。これらの企画は、現場の指

導者にも役立つ内容があり、機会に終わることができました。次回の開催は、平成8年3

月16(土）、17(B)を予定しています。会長の佐久本稔先生（福女大）、副会長の徳永幹

雄先生（九大）、理事長の山本勝昭（福大）、他のスタッフの熱心な準備のもと第9回大

会も新しい企画と継続を行っていこうと考えています。九州地区外からの参加も歓迎して

います。

尚、下記に館8回九州スポーツ心理学会の大会プログラムを記載いたしますのでご一読

ください。

（福岡大学山口幸生）
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第8回大会プログラム

特別講義

「生活様式としての健康スポーツ」－行動医学からの提案一

司会：山中寛（鹿児島大学）

講師：足達淑子（城南保健所）

シンポジウム

「健康のための運動継続をめぐって」

司会叢山口幸生（福岡大学）

講師：水原博而（全日空サンテロワ）

佐藤昌久（健康科学研究所）

三好恵美子（早良保健所）

講演

「競技者への心理的サポートシステムについて」

司会？山本勝昭（福岡大学）

講師：岩崎健一（熊本大学）

研究発表

座長：秦泉寺尚（宮崎大学）

1.体育大学新入生における競技レベルとTSMIとの関係

安永明智（鹿屋体育大学）

2.バドミントン選手の技能水準からみた注意様式について

高橋さと（福岡大学）

3.バレーボールのフォーメーションにおける認知的トレーニングの効果

兄井彰（福岡大学）

座長：小橋川久光（琉球大学）

4.寒暑耐性と性格との関係：運動トレーニングの影響山内正毅（長崎大学）

5.運動中の心理的ストレスに対する生理的反応渡辺修（福岡大学）

座長：山内正毅（長崎大学）

6.公的自意識が社会的促進に及ぼす影響野田昇（福岡大学）

7指導者の性差が大学生のセルフコンフイデンスに及ぼす効果

山本理奈（福岡大学）

8.バーンアウトとスポーツ離脱行動の関連についての研究大嶺哲司（琉球大学）
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特別企画1

「競技力向Iと私の絹弾性

特別企画2

「メンタル・トレーニング・デモンス

司会

講師

山本勝昭（福岡大学）

藤川毅（柏陵高校）

外園茂（輔堀好離）

トレーショ ン」
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司会：大浦隆陽（鯛好勵溥）

講師：高妻容一（近畿大学）



V.研究室めぐり（その2)

中京大学スポーツ心理学研究室

武田徹猪俣公宏小山哲（中京大学）

体育学部および体育学研究科の沿革

中京大学は現在9学部から構成され、そのキャンパスは名古屋市東部と豊田市に分か

れている。体育、社会、情報科学の3学部については緑の自然が豊かな豊田学舎にある。

体育学部は商学部についで2番目に昭和34年（1959）に設置されている。学部は体育

学科（体育科学、競技スポーツ、余暇スポーツの3コース）、健康教育学科、武道学科

の3学科から成り、毎年春に約500名の学生が入学してくる。大学院については昭和49

年に修士課程が、また62年には私立大学の体育学研究科として初めて博士課程が認可さ

れた。平成7年3月にはその研究科から3人目の課程博士を出すことができた《＞

開学40周年を経た今、その間には数多くの体育学部の卒業生が全国各県に公立、私立

の中学や高校の教員として、また各競技団体の核となって活躍している。しかし近年は

生徒数の著しい減少傾向の影響を受けて、職員採用枠も限られ、志願者にとって非常に

狭き門になっている。そのため卒業生はむしろ活動の場を一般企業の中に見出し着実に

地位を拡大してきている。なお、昨年秋には愛知県主催の「わかしゃち国体」開会式に

学部として参加し、男女1,300名余による梯子とポールを使うきびきびしたマスケーム
を披露したc

体育研究科で修士、博士の課程を修了した者は、昨年度までに延べ170名余に達し、

その多くが全国各地にある大学、短大、高校の教員として、また、地方自治体が運営す

るスポーツ関連の施設の指導者となったりしている。本学の実験実習助手として勤め、

配属された各系列の講座の中で、教室運営の役、後進の指導、自分の研究と忙しい人も

いる．今年在籍の大学院生は40名近くに達し、院生研究室は満杯の状況になりつつある。

また、体育学研究科には隣国から勉強に来る留学生の数が他の研究科よりも多い。留学

生は帰国後それぞれに母匡|の体育系大学や専門学校の研究部門や管理職にあって｢|i堅的
な存在となって活躍している。

体育心理．スポーツ心理研究室については、大学院博士課程設置に先立ち、体育心理
学研究室に松田岩男先生が上越教育大学から赴任された。数年後に本学の学長となられ

たが、特に多忙な時間の中で演習指導等を受けた学生も少なくない。非常勤講師として

は大学院に市村操-一先生（筑波大）、佐久間春夫先生（奈良女子大）、学部授業で西田
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保先生、山本椛さ先牛.（名111･陛大）に指導して戴いたりした｡

体育研究科で心理系を専攻した学生は今まで、修士課程に9名、博士課程から6名を

出しているが、特に､I'ｿ戊6年度末には初めて中国からの留学生、叶平氏が「競技動機

に関する研究異文化心即学の視点から一」のタイトルで学位論文を提出し、博士（体

育学）を取得して'I'11･IEIしている

教育・研究指導体制の概要

学部の郡|!Ij1W11!カリキュラムのLI｣で、私ども専任3名の心理のスタッフが担当してい

る講座には次のようならのがあるく：なお殆どの教科目は選択必修または選択による2単

位制となっている

体育心理学、スポーツ心理'γ:、スポーツ科学演習（実験・調査等）、スポーツ心理学

特論、コーチング特,浦、トレーニング特諭、保健体育科学演習、その他、2年次、3年

次のゼミナール、，li_F次に卒論研究の時間がある。

大学院体育学研究科については、博士課程前期（修士課程）は平成7年度より4系列

から5系ﾀl｣の!瀧川4に糊成併えがあった．これまでスポーツ心理学は体育学講座に含まれ

ていたが、断しくスポーツ『認知行動系」として旗を挙げ、いわゆるスポーツ心理学の

研究部門として独'1の路線を進めることとなった。また、これに伴って各講義・演習の

名称についても、たとえばスポーツ心理学特殊講義という総合的なタイトルから、スポ

ーツ認知行動論〃f究、’11椣習、というように方向や内容がある程度分かる名称に変えら

れた<》前期課礎では臨床スポーツ心理学研究、スポーツ心理学実験演習、幼児体育論研

究、スポーツ加齢学研究、などが開講されることになった。博士後期課程では体育心理

学演習がi二刺Iであるが、他に体育心理学特殊研究、スポーツ心理学特殊研究等の講座が

設けられているこれらは主として各研究者が取り組んでいるテーマに関連している研

究文献を中心に、専門的な討議を進めていく講座といえよう。

JOC･日本体育協会の研究プロジェクトへの参画

既に松'1噸･男先生は日本体育協会のスポーツ医・科学研究委員会の心理部門のチーフ

をしておられ、"I､SMIの標準化には間接的に私どもはお手伝いしたことがある。先生

の本学赴任を契機に研究室の重要な活動としてそれ以来色々な研究プロジェクトに参画

してきているc現在は体協のスポーツ科学研究所をキィステーションとして猪俣を班長

にいくつもの大学による研究組織の協力で毎年研究報告を行ってきた。基調となる共通

テーマは3．4年毎に新しいシリーズと替わるが、今までは次のような標題である。な

お中京大による研究のタイトルの一部を〔〕内に併記した。これには教室スタッフの

他、本研究科を巣立ち別の大学等の職場にいる同窓生の協力も大きい。

昭和60～63年度：スポーツ選手のメンタルマネジメントの研究、第1報～第4報

69‐



〔昭和62年：走持久力の向上に及ぼす心理的リラクセーショントレーニングの効果〕

〔昭和63年：身体運動後の回復期におけるリラクセーショントレーニングの効果に

関する実験的研究一血中乳酸動態を指標として－〕

平成元年～4年度：チームスポーツのメンタルマネジメントに関する研究I～Ⅳ

〔平成2年、3年；チーム心理診断テスト(SPTT)の開発、同テストの標準化〕

〔平成3年、4年：ハンドボールにおける認知的トレーニングの効果(1)、(2)]

〔平成3年；競技種目別メンタルマネジメントに関する研究一ハンドポールー〕

平成5～7年度・ジュニア期のメンタルマネジメントに関する研究

〔平成5年：ハンドボールジュニア選手のための教育プログラムの開発〕

〔平成6年：陸上競技．ハンドボールジュニアチーム指導者への面接調査〕

研究活動について

研究室としての現在の研究活動は、文部省科学研究補助金（継続一般B)1件、日本

体育協会メンタルマネジメント研究プロジェクト2件、中京大学体育研究所メンタルト

レーニング研究1件、その他委託研究1件などを中心にして行われている。特に大学院

生は積極的にこれらの研究プロジェクトに参加するように指導されている。これらの研

究の中心的テーマは効果的なメンタルトレーニングの方法をめざしている。研究方法論

においても従来の心理的手法にとらわれず、生理、バイオメカニックスなどスポーツ諸

科学の手法を積極的に取り入れながら、新しい研究の手法について模索している。また

体育学部の環境条件を生かしてスポーツ心理学の研究領域で得られた知見を競技現場に

応用するため、学内のスポーックラブを対象としたスポーツメンタルマネジメントのサ

ービスプログラムを計画し、今年度から実施することにしている。

中京大学キャンパス
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Ⅵ、海外だより（その2）

アリゾナ州立大学での研究生活

磯貝浩久（九州工業大学）

平成6年8月より平成7年8月までの1年間、アメリカ合衆国のアリゾナ州立大学

(ArizonaStateUnlvers1ty)で研究生活を送る機会を得て、現在8か月目を迎えようと

している。

アリゾナ州立大学は、アリゾナ州の州都フェニックス市に隣接するテンピ市に位置して

いるcこの付近一帯は、冬季の温暖な気候のため全米各地から避寒に訪れる人達が大勢い

る。プロ野球メジヤーリーグのキャンプ地としても有名で、半数の球団がキャンプを張っ

ている日本からも今年は、中日ドラゴンズと千葉ロツテマリーンズが訪れキャンプを行

っていた､；

同大学は、1885年に創立された4万5千人の学生が学ぶ全米で5番目のマンモス大学で

あり、13学部85学科とI幅広い分野で教育を行っており工学部と経営学部はとりわけ全米一

の規模を誇っている轡スポーツも盛んであり、アメリカンフットボール部が全米一位の戦

歴を有し、バスケットボール、野球等からもプロ選手を多く輩出している。スポーツ施設

も充実しており、今年のスーパーボーールの会場となるアメフトのスタディアムをはじめ5

万人収容の体育館、野球場、陸上競技場などどれもすばらしい限りである。また、ボーリ

ング場、ビリヤード場、ケームセンターがキャンパスにあることには驚かされた。

私は同大学で、ExerclseSclenceandPhysicalEducatlon学部のSportPsychology

andMotorControl学科に所属し、スポーツ心理学を担当される、Landers教授から指導を
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受けている。モーターコントロールの部門はThomas教授、Stelmach教授等が担当され、合

計5名の教授陣で学科が構成されている。心理系の学科の他に運動生理、バイオメカニク

ス、健康学、哲学の4学科がある。

私が所属しているスポーツ心理学の研究室は、4名の博士課程の学生と6名の修士課程

の学生それと2名の在外研究員が机を並べている。指導されるLanders教授は、ドライブ

セオリーに関する研究、覚醒とパフォーマンスに関する研究、生理心理的研究、メタ分析

を用いた研究、運動の心理的効果に関する研究等の領域で多くの仕事をされている。

今回の私の研究テーマである、運動・スポーツの心理的機能への影響について、

Landers教授から多くの示唆を頂いている。特に、運動の心理的効果のメカニズムを考え

る場合の問題として、脳波やホルモンあるいはHR等の生理学的な指標を用いることの有

効性や、2つ以上の仮説を用いて実験を行うことの意義、厳密な実験計画を立てることの

必要性等については適切な指摘を受けた。スポーツ心理の研究室でも、連動の認知機能に

及ぼす影響や運動の気分への影響の研究が行われており、多くの情報を得ることができた。

また、いくつかの研究結果をより一般化する方法としてのメタ分析(Meta-Analysls)

についても学んでいる。メタ分析は、同一の現象に関して独立に行われた複数の実験や調

査の結果を総合して、そのような現象の存在の有無を判断したり、その強度を推定したり

するために用いられる統計手法の総称である。例えば、運動の不安低減への影響について

のメタ分析から、運動が不安低減に全体としてどの程度影響するのか、連動の時間や強度

あるいは運動の種類の相違が不安とどう関連するのか、年齢や性等の被験者の相違が不安

低減とどう関係するのか等について明らかにすることができる。このメタ分析の考え方や

方法は私にとって非常に衝撃的なものであり、魅力に満ちたものである。

私が興味を抱いている研究テーマ、自己効力感と運動・スポーツ行動との関連について

は、米国ではかなりの関心が持たれているらしく数多くの研究がされており、それらの文

|歌を収集しているところである。スポーツ場面での自己効力感に関する今後の問題は、お

そらく自己効力感の一般性、チーム効力感、自己効力感と動機づけとの関連などであろう。

Landers教授は、JournalofSport&ExerclsePsychologyの編集を創刊号から7年間

行われた経験があり、幅広い視点からスポーツ心理学での研究全般に関するアドバイスも

頂くことができた。

特に、印象深かったのは、一般心理学で提唱された理論やモデルを、スポーツ場而で通

用するには限界があり、スポーツ状況独自の理論なりモデルを椛築しなければならない。

そのために初めは一般心理学の理論を当てはめ、それを修正していきながらスポーツ場面

での行動をよりよく説明できるモデルを見つけだすという考え方である。一般心理学の理

論に執着してスポーツでの現象を説明しようとしてきた私の考え方に反省を促せるもので
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あった。

また、スポーツ場面でのリアルな世界を説明するには、問題志向のアプローチが不可欠
であり、いくつかの理論や仮説を|司時に取り上げたり、生理心理や社会心理と言った広範
囲な視点から課題に取り組むことが必要なこと力理解できた。

これらの他、学部生を対象とした応用スポーツ心理学の授業と大学院生を対象とした運
動心理学の授業を受講している。運動心理学の授業は、事前にいくつかの論文を読んでい

きディスカッションするという形式が取られている。また、各自のテーマに沿って模擬的
に研究費申請沓を作成し発表するというユニークな内容も盛り込まれていた。

しかし、語学不足からコミュニケーションがうまくとれずに、今になって英語の重要性
を痛感している次第である。

アリゾナ州立大学での研究生活も残り4カ月あまりとなった。6月にはカリフォルニア

州で開催される北米スポーツ心理学会で発表を行う予定であり、その際には多くの研究者
と交流を深めて来たいと考えている。また、何事にもアクティブな姿勢で臨み、より多く
のものを吸収していきたいと思う。

スウェーデンからの手紙

NationellKongress-MentalTraninginomElitidrotten参加レポート

佐藤雅幸（専修大学）

1993年3月27日アーランダ空港に到着。スウェーデン王国はマイナスの世界。ストック

ホルム市内を流れる川は真っ白に凍りついていた。周りを見渡せば金髪とブルーアイ。黒

髪、黒い目の東洋人は目立ちまさに浮いた感じとはこのこと。

さてスウェーデンといえば何を連想するでしょうか？スウェーデンは日本の約l.2倍

（45万kli)の国土を持ち、東京の人口にも満たない約860万人の人々 が住んでいる。ここ

は岩盤の国。岩を破壊するためにアルフレッド・ノーベルがダイナマイトを発明した。ス

ポーツの分野では全ての国民が健康で生活できることを願ってリングがスウェーデン体操

を考え出し、健康づくりの先駆けとなったことは周知のとおりである。「スポーツ王国ス

ウェーデン」そんな印象が強い。

一般的にテニスの本場はアメリカだと思われがちである。しかし歴史を振り返ると、近

代テニスを一世風座したビヨン・ポルグやマッツ・ピランデル、そしてややランキングは

下降ぎみであるがステファン・エドバーグなどスウェーデン出身選手の活躍がめだつ。最
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新の世界ランキング(1995.4.17現在）をみてみると世界トップ30位のなかになんと4名

のスウェーデン人選手が入っている。ランキング外の選手でも、昨年のウインブルドン大

会でクリスチャン・ベリーストローム選手がシングルスで準々決勝に進出し、ポリス・ベ

ッカーと大接戦を演じているように潜在能力のある選手がごろごろいるのであるoちなみ

に日本人選手の最高は松岡修造選手の130位であることからも層の厚さの違いが理解でき

るであろう。他のスポーツでもスキーの神様と称されるステンマルク、スピードスケート

のグスタフソン、卓球のワルドナーなど世界的な選手がぞくぞくと生み出されているcそ

れは個人スポーツだけにとどまらない。リレハンメルオリンピックではアイスホッケーで

金メダルを獲得した。また、ワールドカップ｡サッカーでは3位に入賞するなど団体スポー
ツでもその実力を存分に発揮しているcスウェーデンスポーツの強い秘密はなんなのであ
ろうか？興味あるところである。

さて私は、昨年(1993.4-1994.4)専修大学より在外研究の機会を与えられ、ストック

ホルム体育大学・カロリンスカ研究所に留学した。一年間という期限付きの留学であった
ため、なんでも見てやろうなんでも挑戦してやろうという気持ちで臨んだ。2か月が過ぎ
た頃、スウェーデン国内のスポーツ心理学者、スポーツの研究者、そしてコーチを対象と
したメンタルトレーニングの学会（6月16日より18日まで）が0rebroの体育大学で開催さ
れることを知り参加することにした。「長野．アトランタに向けて」と題されたこの学会
にはディレクターのOlleAnfelt氏を中心にインナー．メンタルトレーニングプログラム
を作成したLars-ErlcUnestahl氏などスポーツ心理学者のみならずリレハンメル・オリン
ピックスピードスケート金メダリストのTomasGustavsson氏、フリースタイル女子銀メダ
リス|､のMariLmdgren氏など現役の選手、コーチが参加する活気あふれる学会であった。
アトランタ、長野オリンピックにむけてスポーツ心理学者が現場の選手とどのようにして
活動していくか、そしてスポーツ心理学者間のネットワークづくりなどについて話し合わ
れたc2泊3日、昼食や夕食をともにしながら朝から晩まで全体ミーティングとグループ
ミーティングが続いた。ケストスピーカーも最後まで討議に加わって、有意義なディスカ
ッションが展開された。なかでも興味深かったのは、アメリカズカップ（ヨット競技）に
出場したスウェーデンチームのスポーツカウンセラーEdsgrenRonnie氏の話しであった。
彼がまず最初に行ったことは物の見方、考え方のトレーニングだったというのである。今
回のスウェーデンチームはスウェーデン人だけで構成されているのではなく、ノルウェー、
フィンランド、ドイツなど多くの人種が混ざったチームであった。最初の頃、生活習慣を
含む、物の考え方が全く違うためにチーム内で問題が多発したというのである。したがっ
て、彼が従来のメンタル・トレーニング（多くのプログラムはリラクセーションから導入
されている）に先立って行ったことは、選手の凝り固まった価値観に幅を持たせるための
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トレーニングであったというのである。そこが決まらないとメンタルトレーニングが積み

上がらない。これこそがメンタル・トレーニングの第一段階ではないだろうかとも述べて

いた。彼は、実際にチームの一員として船に乗り込み試合に参加している。練習から試合

まで選手と苦楽をともにした経験からの発言だけに説得力ある内容であった。マニアル化

したメンタル|、レーニングヘの警鐘とも思えた。最後に彼が私にあなたはメンタル・トレ

ーニングとはなんだと思いますか？と問いかけてきた。そこで私、ん－ん・・・と沈黙。
この沈黙は語学力不足のせいだけではなかった。
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Ⅶ、国際学会・国際学術調査だより

海外調査の機会を得て

竹之内隆志・西田保（粘駄翰合朧鱸群ｾﾝﾀｰ）

本年3月、名古屋大学学術振興基金の援助により、スポーツ離脱の発生要因に関する日

米比較研究のために海外調査を行なう機会を得た。渡航先はアメリカのアリゾナ州で、現

地調査はアリゾナ州立大学のランダース博士と同氏のもとへ留学されていた九州工業大学

の磯貝浩久先生の支援を受け遂行することができた。期間が3週間ほどあったため、調査

のみならず、大学の研究室の活動を見たり大学院の講義を拝聴することもできた。ここで

は、制度的側面での日本とアメリカの違いについて印象に残っていることに触れてみたい。

大学の研究室を見学して目についたのが研究室の入り口や室内に掲げてあるスタッフの

写真とスタッフが行なった研究のアブストラクトの掲示であった。景観を高めるとともに

自分達の存在をアピールしているように受け取れた。日本の大学ではあまりみられずアメ

リカ人の気質的な面の現われと思ったが、磯貝先生の話しを聞いているうちに、単なる気

質ではなくアメリカ社会の能力主義がそのような光景を作らせていることに気がついた。

アメリカの大学では、数年単位で教官の業績のチェックがあり、一定の基準に満たない時

には解雇されるとのことであった。このような厳しい環境におかれている場合、自己防衛

のためにも自己の存在をアピールすることが必要なのであろう。業績チェックという厳し

い側面に触れたが、厳しい条件を課すかわりに、それをクリアーできるだけの環境の整備

がなされていることも印象的だった。ランダース博士は大学院の授業を教えるのみで、学

部生の授業は大学院生が担当していた。公的に認められたものかわからないが、教官は研

究のための十分な時間を確保することができる。評価は厳しいがそれをこなすための研究

条件は配慮されていた。
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さて、調盗にあたっては、困ったことがひとつあった。日本のドロップアウトの文献を

みると、対人関係の軋礫、特に上級生と下級生の関係悪化を理由としたドロップアウトが

特徴的なものと報告されている。そこで、調査では上下関係に関わる項目を含めて、この

点を数鼓的に比I絞しようと試みた。しかし、アリゾナ州の中学では上級生と下級生が一緒

に練習するのではなく、各学年ごとにチームを作り練習しているため、これらの質問に答

えられないと言うのである。運動部全部がそうではなかったが、当地ではそのような形態

が主流であり、入会も学年ごとに開かれているようであった。このような制度をみて、な

るほどアメリカでは上下関係の問題がドロップアウトの理由として挙がってこないのだと

r解した←そして、上下関係の問題によってドロップアウトしていく者が多いという日本

の現状を考えた場合、アメリカ的な制度を導入することもひとつの案だと思った。制度を

改めることは非常に難しい問題である。例えば、対人関係面でのスキルの発達は、学校運

動部といった柴|了|活動に対して期待される課題であるが、各学年ごとでの練習形態を導入

した場合、上級生と下級生の交流の機会を奪うことになるといった点などの是非を問わね

ばならない。このような点を-'一分検討し、必要とあれば制度の変更を提唱できるような研

究成果の帯横が待たれる。

これまでのスポーツ心理学の研究は、個人の内的な側面に焦点をあててきたが、高校野

球にメディカルチェックの制度が導入されたように、心理面からも制度といった環境面へ

の提言が可能となるような研究が期待されているのではないかといった感を強めた海外渡
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Ⅷ、事務局関連資料

1．事業報告

1）第46回日本体育学会専門分科会連絡会議

平成6年10月6日、山形大学で、平成7年度の大会について当番大学（群馬大学）

の担当と日程などについて話し合った。徳永・橋本出席

2）論文審査員の推薦

1月30日付で学会誌「体育学研究jの論文審査員(1995～96)の推薦依頼があった

ので、候補者2名を推薦した。

3）体育心理学専門分科会の運営委員の依嘱と分科会活動についての意見調査

平成6年度の体育心理学専門分科会の総会で承認された運営委員（本専門分科会が

選出した日本体育学会評議員19名）に、委員の依嘱と平成7年度のキーノートレクチ

ャー、シンポジウム、大会前日のセミナー、懇親会、会報発行についての意見を、平

成6年11月30日（水）までに回答していただくように連絡した。その結果は別紙のと

おりであった。

4）専門分科会企画の検討

伊藤政展（上越教育大）より第46回大会のキーノートレクチヤーおよびシンポジウ

ムの提案をして頂き、事務局で検討し、講師・司会等の交渉を開始した。

5）第46回日本体育学会での座長の推薦および分科会企画

第46回日本体育学会における専門分科会企画および座長候補者名簿について群馬大

学より提出依頼があったcキーノートレクチャーは村越真（静岡大学）、シンポジウ

ムは、司会：調枝孝治（広島大学）、演者：佐々木正人（東京大学）、山本裕二（名

古屋大学）の各氏と座長候補者18名を平成7年3月31日付けで送付した。

6）体育心理学専門分科会企画の発表要旨の提出

群馬大学よりキーノートレクチャー、シンポジウムの発表要旨の提出依頼があった。

4名の関係者に連絡し、回収した。6月12日付けで群馬大学および各演者に要旨を郵

送した。

7）日本体育学会理事会および支部長・専門分科会世話人合同会議

平成7年5月27日東京都岸記念体育館で上記の会議が行われた。理事会に杉原、猪

俣、徳永。合同会議に徳永が出席した。

8）会報掲載原稿の依頼

会報に掲載予定の座長、司会者の感想、特別寄稿、研究会活動、研究室めぐり、海

外だより等の原稿を会員各位に依頼した。
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2．総会議事録

報告事項

l)平成6年度事業報告

1)体育心理学専門分科会関係

プレ・セミナー10月3日（月）

15:00--15:30体育心理学の動向

米国応用スポーツ心理学会および北米スポーツ心理学会の動向

高妻容一（近畿大学）

15:40-16:10訳本から学ぶ

『運動学習とパフォーマンス（調枝孝治監訳、大修館書店）」

久保玄次（愛媛大学）

16:20-17:20博士論文紹介

「危機と人格形成」について中込四郎（筑波大学）

18:00-19:30懇親会大沼ホテル山形市白川町2-1-10

Tel:0236-32-1111

1日目10月4日（火）

9:00-15:00一般発表

2日目10月5日（水）

キーノートレクチャー(9:00-9:40)

テーマ「スポーツ集団の生産性と集団凝集性、リーダーシップ」

司会杉原隆（東京学芸大学）

減者丹羽勘昭（奈良女子 大 学 ）

総会(9:40-10:10)

シンポジウム(10:10-12:00)

テーマ『優れたスポーツ集団をつくるための心理的スキルをめぐって」

司会船越正康（大阪教育大学）

演者飛田操（福島大学）「リーダーシップスキル」

岡沢祥訓（奈良教育大学）「コミュニケーションスキル」

石井源信（東京工業大学）「目標設定スキル」

2ﾉ体育心理学専門分科会会報（第6号通巻34号）の発行

平成6年8月31日発行で、会員591名に配布しました。住所不明のため、28名は

返送されてきました。
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2） 平成6年度会計報告

平成6年度収支決算報告(1993.11.17～1994.大会終了日）

＜収入の部＞

前年度繰越金843, 61 9

分科会補助金122, 000

年会費（546名)546,000

収入合計

＜支出の部＞

会報関連費

テープ｡起こし

会報印刷費

会報発送費

小計

事務局事務費

文房具

発送業務、資料整理

封筒、はがき印刷費

小計

通信費

郵送料

料金受取人払い用切手

小計

シンポジウム等関連経費

93年度

94年度

小計

－－－－－巳●■■■IL-.

支出合計

次年度繰越金

1,511,619

21,824

100,734

163,890

286,448

45，890

79,080

81,370

206,340

53，860

22,000

75，860

80,940

130,000

210,940

779,588

732,031
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3）日本体育学会評議員選挙結果

平成6年3月4日付で体育心理学専門分科会選出の評議員の選挙を行いました。締

切りの3月31日（木）後に開票の結果、次の19名を選出し、日本体育学会選挙管理委

員会に報告いたしました。任期は平成7年4月1日～平成9年3月31日までです。な

お、投票率は22％の低率でした。

荒木雅信石井源信

猜俣 公 宏 上 田 雅 夫

工藤 孝 幾 近 藤 充 夫

徳永 幹 雄 中 込 四 郎

藤田厚船越正康

市村

岡沢

杉原

丹羽

山本

操一

祥訓

隆

勘昭

勝昭

協議事項

1）平成7年度事業計画案

il)日本体育学会第46回大会関係

1．プレ・セミナーと懇親会の開催

2キーノート・レクチャーの開催

3シンポジウムの開催

(2)体育心理学専門分科会会報第7号（通巻35号）の発行

目次（予定）

I特別寄稿・短報

Ⅱ日本体育学会関係（平成6年度、7年度）

Ⅲ地区別研究会活動

Ⅳ研究室めぐり（2～3大学）

v海外 だより

Ⅵその 他

Ⅶ事務局報告

○上記原稿については、事務局から会員の人に依頼する。

2）平成7年度予算案(1994.10.7～1995.大会終了日）

＜収入の部＞

前 年度繰越金732,031

分科会補助金120,0 00

年会費540,000

収入合計 1,392,031
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＜支出の部＞

会報関連費

テープ起こし

会報印刷費

会報発送費

小計

事務局事務費

文房具、コピー関連

発送業務、資料整理等

小計

通信費

郵送料

シンポジウム関連経費

95年度

予備費

50,000

200,000

200,000

450,000

50，000

100,000

150,000

150,000

150,000

492,031

支出合計 1,392,031

3．日本体育学会体育心理学専門分科会の会則案

本会は日本体育学会体育心理学専門分科会と称する。

本会は体育・スポーツに関する体育心理学研究の発展のため、

条
条

１
２

第
第第2条本会は体育・スポーツに関する体育心理学研究の発展のため、会員相互の情報交

換を行い、研究と実践を推進することを目的とする。

第3条本会は第2条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1)研究会の開催

（2）会報の発行

3，会員の研究に資する国内、国外の情報の収集と紹介

14ノその他、本会の目的に資する事業

第4条本会の会員は本会の趣旨に賛同する者で、本会の会費を納入した者とする。

本分科会に貢献のあった者を名誉会員にすることができる。

第5条本会に次の役員を置く。

（1’会 長 1 名

12ノ運営委員若干名

第6条本会の会長の任期は2年を原則とするcただし、運営委員は留任を妨げない｡
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第7条本会の会議は総会と運営委員会とする。

第8条総会は、次の事項を審議決定する。

ilノ会長、運営委員および名誉会員の選出

2）事業報告および収支決算

3）躯業計画および収支予算

4会則の改正

5‘その他

第9条総会は年1回、日本体育学会の開催地で開催し、当日の出席会員をもって構成す

る。総会の議事は出席会員の過半数をもって決定される。ただし、会則の改正は

出席会員の3分の2以上の賛成によって決定される。

第10条会長は運営委員の投票により選出する。会長候補者が過半数に満たない場合は、

上位2名の決選投票とする。運営委員は会員が選出した日本体育学会体育心理学

専門分科会選出の評議員がこれにあたる。

第11条会務の執行は、運営委員と協議の上、事務局が担当する。

第12条本会の経費は会員の会費（年額1,000円、ただし、名誉会員からは徴収しない）、

日本体育学会の補助金ならびに寄付金の収入によって支出する。

第13条本会の会計年度は日本体育学会終了日より翌年の体育心理学専門分科会総会まで

とする。

第14条本会の事務は事務局で行い、当分の間、九州大学健康科学センター内、

（〒816福岡県春日市春日公園6-1TELO92-573-9611,内線721,FAXO92-592-

2866）に置く。事務局には幹事（若干名）をおき、任期は4年間とする。
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4．専門分科会企画についての運営委員の意見（平成7年度）

1．キーノート・レクチャーについて

・スポーツ集団運営における集団技術スキル（スポーツ選手指導における集団スキル）

・スキーマ理論の再検討

・イメージトレーニング

・体育心理学とパーソナリティ

・スポーツにおける心と身体

。新しい視点から身体運動を考える－ダイレクトパセプションー

2．シンポジウムについて

・スポーツ選手指導における集団スキル

・保健体育科における適応児の指導について

。優れたスポーツ集団をつくるための心理的スキルⅡ－優れたスポーツ集団のチームの

リーダーー

・スポーツカウンセリングルームの活動と将来一カウンセリングとメンタルトレーニン

グー

3プレ・セミナーについて

。会員の自主企画

。本年度の形式・内容で結構、全員でフリートーク形式1時間位

・自己快適走を中心とする多くの成果

4会報について

。非常に充実している

．内容的にとても充実しているc苦労が多いと思うがよろしく。

・若手研究者の研究論文に対する評論→体育心理学評論のコーナー・国際的研究の動向

。今年のEI本スポ心・ワークショップB「スポーツ心理学レビュー」の発表内容を紹介

・入念で充実した内容、分科会の新しい息吹を感じます
5その他

。フ･ロジェクト研究の企画をしてほしい

．体育心理学の成果のまとめ「知の体系化」を行ってほしい

。発表形式、実験調査等→ポスター発表、事例研究→討議時間を長く
o自主シンポの時間を設ける

。スポーツ心理学との整合性については自分も整理できていない

。一般発表の形式にポスター発表をとり入れたい

。事務局主催もしくは有志によるワークショップを設けたい
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Ⅸ、その他

1．新入会員紹介

臼井

國枝

祁

園田

田中

松本

直樹

和美

小京

童子

伸明

あづさ

(常葉学園浜松大学）

(京都教育大学）

(EI本体育大学）

(順天堂大学）

(鶴巻温泉病院）

2．博士号取得者紹介

北野

齊藤

清水

曾根

辻江

三村

かおり

実

安夫

幹子

正道

由紀

(大阪教育大学）

(鳴門教育大学）

(東海大学）

(広島市立大学）

(大臓献謝員離)‐

(筑波大学）

（アイウエオ順）

体育心理学専門分科会に所属している人で、1989年度から1993年度までの過去5年間に

博士号を取得された人の氏名ならびに研究テーマを第6号会報でご紹介しました。今年も

引き続いて、昨年度の会報でご紹介できなかった人、また、その後取得した人のご紹介を

いたします。

なお、1989年度以降に博士号を取得されており、昨年度および今年度の会報でご紹介で

きなかった人は、是非、事務局までご一報くださるようお願いいたします。

萩原明子お茶の水女子大学

取得大学・年TheOhloStateUmversity(1992年)Ph.D.

研究テーマIdentifyingandcomparingdailystressexperiences,physicaland

psychologicalhealth,andcopingstrategiesamongAsianand

Americangradnatestudents.(アジア人及びアメリカ人大学院生におけ

る日常のストレス､身体的･心理的健康､及びストレス対処方の比較分析）

橋本公雄九州大学健康科学センター

取得大学・年奈良女子大学(1995年）学術博士

研究テーマ快適自己ペース走による心理的ストレス低減効果に関する基礎的研究

－特に運動に伴うポジティブな感情の変化について－
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編集後記

会報第7号ができましたので、お送り致します。第6号よりさらに充実した

内容のあるものをと、心がけたつもりですが、如何がでしょうか。ご執筆頂い

た先生方には厚く御礼申し上げます。なお、一般研究発表（座長報告,P28-

P42)の欄では、ご執筆頂いた文章とは若干異なっている先生がおられると思

いますが、全体を整えるため変更させて頂きましたので、ご了承ください。

ところで、事務局では会員の皆さんの活動状況や近況を十分には把握してお

りません。さらに良い会報をつくるためには皆さんの声や投稿、情報の提供が

必要です。ご連絡頂ければ対応してきたいと考えますので、今後ともご協力の

程よろしくお願い致します。

（文責:K.H.)
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メンタルトレーニング｡システム

’
スポーツ選手は、技術、体力と共に心理的競技能力(通称、精神力)が必要であります。実際の試合場面では、試

合中の心理状態(心理的パフォーマンス)が技術や体力に影響し、実力発揮を左右して、競技成績が決まります。
このテストは、試合中の心理状態に影響する一般的傾向としての心理的競技能力を調査します。その結果にもと

づき、試合中に優れた心理状態が作れるトレーニングをするために作成されたものです。スポーツ選手の心理面の
強化に役立ちます。

|［
診 雛黒は｡ … … ’’ 3mm手引き書

検査の方法､診断法､比較
資料を紹介します。

0
》
踵
》
踵 p釜

一

試合中に望ましい心理状態で試合ができたかどうかをチェックするために行うものです。何故なら、試合で自分
の実力を十分に発揮するためには、試合中に望ましい心理状態ができたかどうかが、鍵になるからです。

301通墓ポ崔ﾒ璽夕j雌藤這う夛弱=雇而〒己貢.1）I
スポーツ選手のメンタルトレーニング法を分かり易く解説しています。目標設定・リラクセーション・集中力。

に分けて紹介しています。自分のトレーニング内容を記入し、カード
です。

イメージ等のトレーニング
に沿って自分でメンタルト

をステップ1～9

レーニングが可能

II

テニス競技用に作られたカードです。このカードにそってメンタルトレーニングを行います。

■トレーニングの内容・順序

①心理的能力の診断 ②目標の設定 ③リラクセーションのトレーニング

｡

診甥

④集中力のトレーニング

含 冬
⑧反省 ⑤イメージによる蝶題のトレーニング

馬〃
一

ソフトウエア
画定､働断，屏風ﾄﾚー ﾆﾝク

》一
』
画

一

り
り仁 や

⑦本番(試合） ⑥練習での利用

蕊蕊鱗鍵：
コンピュータ処理できます。

結果打ち出し
一

メンタルトレーニング･システム作成者：徳永幹雄(九州大学健康科学センター･教授）
〒810福岡市中央区天神三丁目3-8応順ピル唾LO92-741-5715HOFAXO92-741-5743

-ニーーー ．ノ

1090PHWJI[肌
株式会社トーヨーフィジカル

L一

L一

一s、脇…力診断検査鬮縄PlPCA､2）
DlAGNosTIciNvENToRYoFPsYcHoLoGlcAL-cOMPETITlvEABILITYFOR』ATHLE正S

DIAGNOSⅢClNV上N10HYOFPSYCHOLOGICALPERFOR1ANCE NCOMPETITION

NINGCARDFORA H ETES－‐

I上NNlS M ENTAL RA INGCARD

霞劉蕊｜
心理的館技能力診断検査(D1PCA,2)を実施し、
採点結果により自分の心理的特赦を知り、メンタル
トレーニングの目概をたてます。
検変用紙とマークシート方式があります｡:いずれも
コンピュータ処理できます。
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体温バイオフィード

バック硯zTP･5

不安や緊嚢を取り除くためにリラクセーショ
レーニングをします。とくに皮膚沮のバイオ
ドパック槍圏を用いてトレーニングし毒す。

ンのト
フィー

I

，｜
｜

I
9

1
1－－－，－.___－．
イメージ測定駕固TPも

‘最初にイメージの姦通噸在荷“つぎに作職趣と
についでイメージを用いてトレー雲ング【塚表蓄。イ
メージの鮮明度を実歴するために呼吸酋随や皮虜温
の変化を測定します｡

｜｝
’
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